
省令第５条第１号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（01）

0220001

必須 オプション 不可
1 1人目 郵便番号 ●
2 住所 ●
3 方書 ●
4 氏名

●

5 対象者氏名

●

6 カスタマーバーコード ●
7 番号

●

8 2人目 郵便番号 ●
9 住所 ●
10 方書 ●
11 氏名

●

12 対象者氏名

●

13 カスタマーバーコード ●
14 番号

●

15 ・・・
16 N人目 郵便番号 ●
17 住所 ●
18 方書 ●
19 氏名

●

20 対象者氏名

●

21 カスタマーバーコード ●
22 番号

●

23 N+1人目以降は改ページす
る

業務 01.障害者福祉共通 帳票ID

帳票名称 01.宛名シール

※宛名シールのシートにより、出力できる対象者数（枚数）に合わせて改ページ
すること。

”（”＋氏名＋全角スペース＋”様分）”
※本人以外（送付先や保護者等）が設定されている場合は、本人氏名を上記の編
集条件で印字する
※当制御を行うかはパラメタで設定できること

通番 印字編集条件などシステム印字項目

”（”＋氏名＋全角スペース＋”様分）”
※本人以外（送付先や保護者等）が設定されている場合は、本人氏名を上記の編
集条件で印字する
※当制御を行うかはパラメタで設定できること

対象者やその他の送付物との結び付け用、送付前引き抜き用の番号
利用する番号は、１からの連番、宛名番号や受給者番号等、結び付けや特定が可
能な番号とする。

対象者やその他の送付物との結び付け用、送付前引き抜き用の番号
利用する番号は、１からの連番、宛名番号や受給者番号等、結び付けや特定が可
能な番号とする。

氏名＋全角スペース＋”様”
事業者等の場合は、設定された敬称を付加すること 例）＋”御中
※付加する敬称はパラメタで設定できること

氏名＋全角スペース＋”様”
事業者等の場合は、設定された敬称を付加すること 例）＋”御中
※付加する敬称はパラメタで設定できること

実装項目

”（”＋氏名＋全角スペース＋”様分）”
※本人以外（送付先や保護者等）が設定されている場合は、本人氏名を上記の編
集条件で印字する
※当制御を行うかはパラメタで設定できること

対象者やその他の送付物との結び付け用、送付前引き抜き用の番号
利用する番号は、１からの連番、宛名番号や受給者番号等、結び付けや特定が可
能な番号とする。

氏名＋全角スペース＋”様”
事業者等の場合は、設定された敬称を付加すること 例）＋”御中
※付加する敬称はパラメタで設定できること

省令第５条第１号関係



省令第５条第２号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（02）

0220002

必須 オプション 不可
1 郵便番号 ●
2 住所 ●
3 方書 ●
4 氏名

●

5 対象者氏名

●

6 カスタマーバーコード ●
7 番号

●

帳票名称 02.窓空き宛名

帳票ID業務 01.障害者福祉共通

対象者やその他の送付物との結び付け用、送付前引き抜き用の番号
利用する番号は、１からの連番（一括出力時を想定）、宛名番号や受給者番号
等、結び付けや特定が可能な番号とする。

実装項目
通番

”（”＋氏名＋全角スペース＋”様分）”
※本人以外（送付先や保護者等）が設定されている場合は、本人氏名を上記の編
集条件で印字する
※当制御を行うかはパラメタで設定できること

印字編集条件などシステム印字項目

氏名＋全角スペース＋”様”
事業者等の場合は、設定された敬称を付加すること 例）＋”御中
※付加する敬称はパラメタで設定できること

省令第５条第２号関係



省令第５条第３号関係



帳票詳細要件（03）

0220003

必須 オプション 不可
1 郵便番号 ●
2 住所 ●
3 方書 ●
4 氏名

●

5 対象者氏名

●

6 カスタマーバーコード ●
7 番号

●

8 問合せ先 担当部署名 ●
9 住所 ●
10 電話番号

●

11 FAX番号
●

12 メール
●

氏名＋全角スペース＋”様”
事業者等の場合は、設定された敬称を付加すること 例）＋”御中
※付加する敬称はパラメタで設定できること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

”（”＋氏名＋全角スペース＋”様分）”
※本人以外（送付先や保護者等）が設定されている場合は、本人氏名を上記の編
集条件で印字する
※当制御を行うかはパラメタで設定できること

対象者やその他の送付物との結び付け用、送付前引き抜き用の番号
利用する番号は、１からの連番（一括出力時を想定）、宛名番号や受給者番号
等、結び付けや特定が可能な番号とする。

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

印字編集条件など通番 システム印字項目
実装項目

業務 01.障害者福祉共通 帳票ID

帳票名称 03.窓空き宛名・問合せ先

省令第５条第３号関係



省令第５条第４号関係



帳票詳細要件（01）

0220004

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 文書番号 ●
3 発行日 ●
4 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
5 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

6 電子公印 ●
7 固定文言１

●

8 氏名 ●
9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 住所 ●
11 保護者 氏名 ●
12 本人との続柄 ●
13 住所 ●
14 手帳番号 ●
15 交付日 ●
16 総合等級 ●
17 再交付日 ●
18 障害種別 ●
19 返還日 ●
20 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
21 自由記載１ 障害部位① ●
22 部位等級① ●
23 部位認定日① ●
24 再認定年月① ●
25 障害部位② ●
26 部位等級② ●
27 部位認定日② ●
28 再認定年月② ●
29 障害部位③ ●
30 部位等級③ ●
31 部位認定日③ ●
32 再認定年月③ ●
33 障害部位④ ●
34 部位等級④ ●
35 部位認定日④ ●
36 再認定年月④ ●
37 障害部位⑤ ●
38 部位等級⑤ ●
39 部位認定日⑤ ●
40 再認定年月⑤ ●
41 障害部位⑥ ●
42 部位等級⑥ ●
43 部位認定日⑥ ●
44 再認定年月⑥ ●
45 障害部位⑦ ●
46 部位等級⑦ ●
47 部位認定日⑦ ●
48 再認定年月⑦ ●
49 障害部位⑧ ●
50 部位等級⑧ ●
51 部位認定日⑧ ●
52 再認定年月⑧ ●
53 障害部位⑨ ●
54 部位等級⑨ ●
55 部位認定日⑨ ●
56 再認定年月⑨ ●
57 障害部位⑩ ●
58 部位等級⑩ ●
59 部位認定日⑩ ●
60 再認定年月⑩ ●
61 自由記載２ ●
62 問合せ先 担当部署名 ●
63 住所 ●
64 電話番号

●

65 FAX番号
●

66 メール
●

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

和暦表記

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
住所＋全角スペース＋方書

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 01.身体障害者手帳交付証明書

通番 システム印字項目
実装項目

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

省令第５条第４号関係



省令第５条第５号関係



帳票詳細要件（02）

0220005

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 保護者 氏名 ●
14 本人との続柄 ●
15 住所 ●
16 お持ちいただくもの

（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 備考
（固定文言４） ●

19 固定文言５＋編集２
●

20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

25 自由記載１ ●

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 02.身体障害者手帳交付（再交付）について

実装項目

業務

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること
障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

省令第５条第５号関係



省令第５条第６号関係



帳票詳細要件（03）

0220006

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１＋編集１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 交付年月日 ●
17 総合等級 ●
18 障害種別 ●
19 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
20 備考

（固定文言２） ●

21 固定文言３＋編集２
●

22 教示文
●

23 問合せ先 担当部署名 ●
24 住所 ●
25 電話番号

●

26 FAX番号
●

27 メール
●

28 自由記載１ ●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 03.身体障害者手帳交付（再交付）決定通知書

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

和暦表記

住所＋全角スペース＋方書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第６号関係



省令第５条第７号関係



帳票詳細要件（04）

0220007

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１＋編集１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 申請日 ●
16 申請事由 ●
17 理由 ●
18 自由記載１ ●
19 教示文

●

20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

判定結果コードが「却下」の場合に判定理由を印字すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

帳票名称 04.身体障害者手帳交付申請却下決定通知書

省令第５条第７号関係



省令第５条第８号関係



帳票詳細要件（05）

0220008

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 障害名

●

17 等級
●

18 再認定の時期

●

19 再認定を要する理由 ●
20 備考

（固定文言２） ●

21 固定文言３＋編集１
●

22 自由記載１ ●
23 問合せ先 担当部署名 ●
24 住所 ●
25 電話番号

●

26 FAX番号
●

27 メール
●

再認定となっている障害部位の等級を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

再認定となっている障害部位を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
住所＋全角スペース＋方書

実装項目
通番 システム印字項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 05.身体障害者手帳の再認定について

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

再認定に該当する障害部位に対応した再認定年月を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する
和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第８号関係



省令第５条第９号関係



帳票詳細要件（06）

0220009

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 送付先 郵便番号 ●

3 住所 ●

4 方書 ●

5 自治体名 ●

6 カスタマバーコード ●
7 文書番号 ●
8 発行日 ●
9 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
10 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

11 電子公印 ●
12 固定文言１

●

13 異動日 ● 転入もしくは氏名変更に係る異動日を設定すること 和暦表記
14 （旧）氏名 ● 変更前氏名
15 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
16 （旧）住所 ● 転入前住所 住所＋全角スペース＋方書
17 手帳番号 ●
18 交付年月日 ●
19 総合等級 ●
20 障害種別 ●
21 障害名 ●
22 変更後氏名 ● 現氏名
23 変更後住所 ● 現住所 住所＋全角スペース＋方書
24 自由記載１ ●
25 問合せ先 担当部署名 ●
26 住所 ●
27 電話番号

●

28 FAX番号
●

29 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 06.身体障害者手帳居住地等変更通知書

印字編集条件など

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

手帳に表示する障害名と同じ

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通の機能ID：0220216（全国自治体情報を利用した印字）のとおり
印字すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

省令第５条第９号関係



省令第５条第10号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（07）

0220010

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 作成日 ● 印刷した日 和暦表記
3 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
4 手帳番号 ●
5 障害者本人 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
8 住所 ●
9 電話番号 ●
10 保護者 氏名 ●
11 本人との続柄 ●
12 住所 ●
13 本籍

●

14 初回交付年月日 ● 和暦表記
15 再交付年月日 ● 和暦表記
16 総合等級 ●
17 障害種別 ●
18 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
19 自由記載１ 障害部位① ●
20 部位等級① ●
21 部位認定日① ●
22 再認定年月① ●
23 障害内容① ●
24 障害部位② ●
25 部位等級② ●
26 部位認定日② ●
27 再認定年月② ●
28 障害内容② ●
29 障害部位③ ●
30 部位等級③ ●
31 部位認定日③ ●
32 再認定年月③ ●
33 障害内容③ ●
34 障害部位④ ●
35 部位等級④ ●
36 部位認定日④ ●
37 再認定年月④ ●
38 障害内容④ ●
39 障害部位⑤ ●
40 部位等級⑤ ●
41 部位認定日⑤ ●
42 再認定年月⑤ ●
43 障害内容⑤ ●
44 障害部位⑥ ●
45 部位等級⑥ ●
46 部位認定日⑥ ●
47 再認定年月⑥ ●
48 障害内容⑥ ●
49 障害部位⑦ ●
50 部位等級⑦ ●
51 部位認定日⑦ ●
52 再認定年月⑦ ●
53 障害内容⑦ ●
54 障害部位⑧ ●
55 部位等級⑧ ●
56 部位認定日⑧ ●
57 再認定年月⑧ ●
58 障害内容⑧ ●
59 障害部位⑨ ●
60 部位等級⑨ ●
61 部位認定日⑨ ●
62 再認定年月⑨ ●
63 障害内容⑨ ●
64 障害部位⑩ ●
65 部位等級⑩ ●
66 部位認定日⑩ ●
67 再認定年月⑩ ●
68 障害内容⑩ ●
69 家族状況① 氏名 ●
70 性別

●

71 本人との続柄 ●
72 職業 ●
73 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
74 家族状況② 氏名 ●
75 性別 ●
76 本人との続柄 ●
77 職業 ●
78 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

通番 システム印字項目 印字編集条件など

＜実装不可とした理由＞
平成31年3月29日の事務連絡「身体障害者福祉法施行規則及び精神保健及び精神
障害者福祉に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について」にて、
交付申請書から本籍地、職業、教育の欄が削除されたことを踏まえ、実装不可と
した。印字不要な項目のため、帳票レイアウトからは、印字項目を削除した。
（以降の職業も同様。）

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

実装項目

＜実装不可とした理由＞
申請書及び手帳への性別表記が廃止されたことを踏まえ、実装不可とした。印字
不要な項目のため、帳票レイアウトからは、印字項目を削除した。（以降の性別
も同様。）

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 07.身体障害者更生指導台帳

省令第５条第10号関係



帳票詳細要件（07）

0220010

必須 オプション 不可
通番 システム印字項目 印字編集条件など

実装項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 07.身体障害者更生指導台帳

79 家族状況③ 氏名 ●
80 性別 ●
81 本人との続柄 ●
82 職業 ●
83 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
84 家族状況④ 氏名 ●
85 性別 ●
86 本人との続柄 ●
87 職業 ●
88 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
89 家族状況⑤ 氏名 ●
90 性別 ●
91 本人との続柄 ●
92 職業 ●
93 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
94 家族状況⑥ 氏名 ●
95 性別 ●
96 本人との続柄 ●
97 職業 ●
98 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
99 家族状況⑦ 氏名 ●
100 性別 ●
101 本人との続柄 ●
102 職業 ●
103 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
104 備考

（固定文言１） ●

105 固定文言２＋編集１
●

106 自由記載２ ●
107 ※家族状況が8人以上の場合は2ページ以降に改ページする

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第10号関係



省令第５条第11号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（08）

0220011

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 障害者氏名（カナ） ●
4 障害者氏名（漢字） ●
5 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
6 ケース履歴① 年月日

●

7 サービス名称 ●
8 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
9 ケース履歴② 年月日 ●
10 サービス名称 ●
11 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
12 ケース履歴③ 年月日 ●
13 サービス名称 ●
14 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
15 ケース履歴④ 年月日 ●
16 サービス名称 ●
17 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
18 ケース履歴⑤ 年月日 ●
19 サービス名称 ●
20 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
21 ケース履歴⑥ 年月日 ●
22 サービス名称 ●
23 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
24 ケース履歴⑦ 年月日 ●
25 サービス名称 ●
26 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
27 ケース履歴⑧ 年月日 ●
28 サービス名称 ●
29 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
30 ケース履歴⑨ 年月日 ●
31 サービス名称 ●
32 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
33 ケース履歴⑩ 年月日 ●
34 サービス名称 ●
35 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
36 ケース履歴⑪ 年月日 ●
37 サービス名称 ●
38 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
39 ケース履歴⑫ 年月日 ●
40 サービス名称 ●
41 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
42 ケース履歴⑬ 年月日 ●
43 サービス名称 ●
44 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
45 ケース履歴⑭ 年月日 ●
46 サービス名称 ●
47 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
48 ケース履歴⑮ 年月日 ●
49 サービス名称 ●
50 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
51 ケース履歴⑯ 年月日 ●
52 サービス名称 ●
53 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
54 ケース履歴⑰ 年月日 ●
55 サービス名称 ●
56 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
57 ケース履歴⑱ 年月日 ●
58 サービス名称 ●
59 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
60 ケース履歴⑲ 年月日 ●
61 サービス名称 ●
62 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
63 ケース履歴⑳ 年月日 ●
64 サービス名称 ●
65 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
66 ページ数 ●
67 自由記載１ ●
68 ※21履歴以降は2ページ以降に改ページする

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

実装項目
通番 システム印字項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 08.身体障害者更生指導台帳（指導記録）

印字編集条件など

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記
業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記
機能ID：0220285 を実装する場合は、独自事業の内容を印字することとし、以下
の項目、履歴も同様とする

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

省令第５条第11号関係



省令第５条第12号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（09）

0220012

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 障害者氏名（カナ） ●
4 障害者氏名（漢字） ●
5 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
6 支給履歴① 年月日 ●
7 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
8 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
9 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
10 支給履歴② 年月日 ●
11 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
12 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
13 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
14 支給履歴③ 年月日 ●
15 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
16 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
17 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
18 支給履歴④ 年月日 ●
19 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
20 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
21 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
22 支給履歴⑤ 年月日 ●
23 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
24 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
25 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
26 支給履歴⑥ 年月日 ●
27 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
28 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
29 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
30 支給履歴⑦ 年月日 ●
31 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
32 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
33 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
34 支給履歴⑧ 年月日 ●
35 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
36 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
37 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
38 支給履歴⑨ 年月日 ●
39 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
40 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
41 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
42 支給履歴⑩ 年月日 ●
43 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
44 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
45 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
46 支給履歴⑪ 年月日 ●
47 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
48 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
49 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
50 支給履歴⑫ 年月日 ●
51 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
52 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
53 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
54 支給履歴⑬ 年月日 ●
55 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
56 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
57 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
58 支給履歴⑭ 年月日 ●
59 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
60 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
61 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
62 支給履歴⑮ 年月日 ●
63 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
64 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
65 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
66 支給履歴⑯ 年月日 ●
67 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
68 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
69 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
70 支給履歴⑰ 年月日 ●
71 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
72 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
73 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
74 支給履歴⑱ 年月日 ●
75 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
76 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
77 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
78 支給履歴⑲ 年月日 ●
79 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
80 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
81 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
82 支給履歴⑳ 年月日 ●
83 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
84 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
85 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
86 ページ数 ●
87 自由記載１ ●
88 ※21履歴以降は2ページ以降に改ページする

実装項目
通番 システム印字項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 09.身体障害者更生指導台帳（更生医療）

印字編集条件など

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

省令第５条第12号関係



省令第５条第13号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（10）

0220013

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 障害者氏名（カナ） ●
4 障害者氏名（漢字） ●
5 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
6 支給履歴① 年月日 ●
7 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
8 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
9 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
10 支給履歴② 年月日 ●
11 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
12 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
13 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
14 支給履歴③ 年月日 ●
15 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
16 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
17 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
18 支給履歴④ 年月日 ●
19 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
20 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
21 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
22 支給履歴⑤ 年月日 ●
23 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
24 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
25 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
26 支給履歴⑥ 年月日 ●
27 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
28 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
29 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
30 支給履歴⑦ 年月日 ●
31 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
32 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
33 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
34 支給履歴⑧ 年月日 ●
35 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
36 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
37 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
38 支給履歴⑨ 年月日 ●
39 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
40 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
41 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
42 支給履歴⑩ 年月日 ●
43 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
44 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
45 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
46 支給履歴⑪ 年月日 ●
47 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
48 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
49 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
50 支給履歴⑫ 年月日 ●
51 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
52 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
53 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
54 支給履歴⑬ 年月日 ●
55 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
56 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
57 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
58 支給履歴⑭ 年月日 ●
59 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
60 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
61 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
62 支給履歴⑮ 年月日 ●
63 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
64 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
65 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
66 支給履歴⑯ 年月日 ●
67 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
68 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
69 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
70 支給履歴⑰ 年月日 ●
71 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
72 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
73 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
74 支給履歴⑱ 年月日 ●
75 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
76 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
77 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
78 支給履歴⑲ 年月日 ●
79 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
80 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
81 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
82 支給履歴⑳ 年月日 ●
83 内容 ● 医療の具体的方針、有効期間 有効期間は和暦表記
84 負担上限月額 ● 自己負担上限月額
85 医療機関名 ● 医療機関が複数の場合は「、」で繋げること
86 ページ数 ●
87 自由記載１ ●
88 ※21履歴以降は2ページ以降に改ページする

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 10.身体障害者更生指導台帳（育成医療）

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

実装項目

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第13号関係



省令第５条第14号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（11）

0220014

必須 オプション 不可
1 様式番号

●

2 タイトル

●

3 障害者氏名（カナ） ●
4 障害者氏名（漢字） ●
5 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
6 支給年月日 ※固定文言 ● 機能ID：0220284 を実装する場合は、「給付年月日」とすること
7 購・修・借 ※固定文言 ● 機能ID：0220284 を実装する場合は、「給・貸」とすること
8 固定文言１

●

9 支給履歴① 支給年月日

●

10 名称 ● 補装具名
11 購・修・借 ● 交付、修理、借受
12 公費負担額 ●
13 本人負担額 ●
14 取扱業者名 ● 業者名
15 編集１

●

16 支給履歴② 支給年月日 ●
17 名称 ● 補装具名
18 購・修・借 ● 交付、修理、借受
19 公費負担額 ●
20 本人負担額 ●
21 取扱業者名 ● 業者名
22 編集１ ●
23 支給履歴③ 支給年月日 ●
24 名称 ● 補装具名
25 購・修・借 ● 交付、修理、借受
26 公費負担額 ●
27 本人負担額 ●
28 取扱業者名 ● 業者名
29 編集１ ●
30 支給履歴④ 支給年月日 ●
31 名称 ● 補装具名
32 購・修・借 ● 交付、修理、借受
33 公費負担額 ●
34 本人負担額 ●
35 取扱業者名 ● 業者名
36 編集１ ●
37 支給履歴⑤ 支給年月日 ●
38 名称 ● 補装具名
39 購・修・借 ● 交付、修理、借受
40 公費負担額 ●
41 本人負担額 ●
42 取扱業者名 ● 業者名
43 編集１ ●
44 支給履歴⑥ 支給年月日 ●
45 名称 ● 補装具名
46 購・修・借 ● 交付、修理、借受
47 公費負担額 ●
48 本人負担額 ●
49 取扱業者名 ● 業者名
50 編集１ ●
51 支給履歴⑦ 支給年月日 ●
52 名称 ● 補装具名
53 購・修・借 ● 交付、修理、借受
54 公費負担額 ●
55 本人負担額 ●
56 取扱業者名 ● 業者名
57 編集１ ●
58 支給履歴⑧ 支給年月日 ●
59 名称 ● 補装具名
60 購・修・借 ● 交付、修理、借受
61 公費負担額 ●
62 本人負担額 ●
63 取扱業者名 ● 業者名
64 編集１ ●
65 支給履歴⑨ 支給年月日 ●
66 名称 ● 補装具名
67 購・修・借 ● 交付、修理、借受
68 公費負担額 ●
69 本人負担額 ●
70 取扱業者名 ● 業者名
71 編集１ ●
72 支給履歴⑩ 支給年月日 ●
73 名称 ● 補装具名
74 購・修・借 ● 交付、修理、借受
75 公費負担額 ●

実装項目

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパラメタで複
数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は印字すること
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具の編集１もできること

支給履歴①と同じ

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具の固定文言１も設定できるこ
と

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具の様式番号も設定できること

パラメタなどにより初期設定が行えること
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具のタイトルも設定できること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 11.身体障害者更生指導台帳（補装具）

通番 システム印字項目

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具の内容を印字することとし、
以下の項目、履歴も同様とする

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

省令第５条第14号関係



帳票詳細要件（11）

0220014

必須 オプション 不可

実装項目
印字編集条件など

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 11.身体障害者更生指導台帳（補装具）

通番 システム印字項目

76 本人負担額 ●
77 取扱業者名 ● 業者名
78 編集１ ●
79 支給履歴⑪ 支給年月日 ●
80 名称 ● 補装具名
81 購・修・借 ● 交付、修理、借受
82 公費負担額 ●
83 本人負担額 ●
84 取扱業者名 ● 業者名
85 編集１ ●
86 支給履歴⑫ 支給年月日 ●
87 名称 ● 補装具名
88 購・修・借 ● 交付、修理、借受
89 公費負担額 ●
90 本人負担額 ●
91 取扱業者名 ● 業者名
92 編集１ ●
93 支給履歴⑬ 支給年月日 ●
94 名称 ● 補装具名
95 購・修・借 ● 交付、修理、借受
96 公費負担額 ●
97 本人負担額 ●
98 取扱業者名 ● 業者名
99 編集１ ●
100 支給履歴⑭ 支給年月日 ●
101 名称 ● 補装具名
102 購・修・借 ● 交付、修理、借受
103 公費負担額 ●
104 本人負担額 ●
105 取扱業者名 ● 業者名
106 編集１ ●
107 支給履歴⑮ 支給年月日 ●
108 名称 ● 補装具名
109 購・修・借 ● 交付、修理、借受
110 公費負担額 ●
111 本人負担額 ●
112 取扱業者名 ● 業者名
113 編集１ ●
114 ページ数 ●
115 自由記載１

●

116 ※16履歴以上は2ページ以降に改ページする

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
機能ID：0220284 を実装する場合は、日常生活用具の自由記載１も設定できるこ
と

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給履歴①と同じ

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

支給決定日 和暦表記

省令第５条第14号関係



省令第５条第15号関係



帳票詳細要件（12）

0220015

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 送付先 郵便番号 ●

3 住所 ●
4 方書 ●
5 自治体名 ●
6 カスタマバーコード ●
7 文書番号 ●
8 発行日 ●
9 通知名（タイトル） ● パラメタなどにより初期設定が行えること
10 市町村 ●
11 電子公印 ●
12 固定文言１

●

13 カナ氏名 ●
14 氏名 ●
15 生年月日 ●
16 手帳番号 ●
17 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
18 異動年月日 ●
19 旧住所 ● 転出前住所 住所＋全角スペース＋方書
20 新住所 ● 転出先住所 住所＋全角スペース＋方書
21 備考

（固定文言２） ●

22 固定文言３＋編集１
●

23 自由記載１ ●
24 問合せ先 担当部署名 ●
25 住所 ●
26 電話番号

●

27 FAX番号
●

28 メール
●

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 12.身体障害者更生指導台帳の送付について

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通の機能ID：0220216 （全国自治体情報を利用した印字）のとおり
印字すること

通番 システム印字項目

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

郵便番号＋全角スペース＋住所

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

転出日 和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第15号関係



省令第５条第16号関係



帳票詳細要件（13）

0220016

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 進達先 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 ページ番号 ● 現在のページ数/総ページ数
10 受付番号 申請年月日

（固定文言２） ●

11 備考
（固定文言３） ●

12 1人目 No ●
13 受付番号 ●
14 申請年月日 ●
15 対象者氏名 ●
16 保護者氏名 ●
17 住所 ●
18 生年月日 ●
19 申請事由 ●
20 編集１

●

21 2人目 No ●
22 受付番号 ●
23 申請年月日 ●
24 対象者氏名 ●
25 保護者氏名 ●
26 住所 ●
27 生年月日 ●
28 申請事由 ●
29 編集１ ●
30 ・・・
31 N人目 No ●
32 受付番号 ●
33 申請年月日 ●
34 対象者氏名 ●
35 保護者氏名 ●
36 住所 ●
37 生年月日 ●
38 申請事由 ●
39 編集１ ●
40 問合せ先 担当部署名 ●
41 住所 ●
42 電話番号

●

43 FAX番号
●

44 メール
●

45 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

通番 システム印字項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 13.身体障害者手帳交付申請者一覧（進達）

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

短縮表記
住所＋全角スペース＋方書

パラメタなどにより初期設定が行えること

短縮表記

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

住所＋全角スペース＋方書
短縮表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

短縮表記

短縮表記

住所＋全角スペース＋方書

1人目と同じ

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

印字編集条件など

短縮表記

郵便番号＋全角スペース＋住所

1人目と同じ

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパラメタで複
数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は印字すること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第16号関係



（縦11.4cm、横7.5cm×5面）

備考

(印字)初回交付日 ＋ " 交付" (印字)障害名 (印字)設定に従う

(印字)再交付日 ＋ " 再交付"

(印字)住所 (印字)氏名

(印字)続柄

(印字)手帳番号 (印字)住所

氏名

続柄

住所

氏 名(印字)氏名 氏名

(印字)生年月日 ＋ " 生" 続柄

住所

氏名

続柄

住所

(印字)様式番号

(印字)身体障害者手帳

写真
(縦4cm×横3cm)

(印字)公印

本 人 の 欄
福祉事務
所長又は
町村長印

注）住所や氏名が変わったときは、速や
かに変更の届けを出してください。

現 住 所
変 更
年月日

旅客鉄道株式会社等
旅 客 運 賃 減 額

(印字)種

(印字)都道府県（市）名

(印字)固定文言１＋編集１

(印字)手帳交付者コードのコード
内容

保 護 者 の 欄
変 更
年月日

福祉事
務所長
又は町
村長印

障 害 名

身体障害者等級表による
級別

(印字)級

余白

(印字)自由記載２

(印字)自由記載１

省令第５条第17号関係



帳票詳細要件（14）

0220017

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 交付日

●

4 再交付日
●

5 手帳交付者コードのコー
ド内容 ●

手帳交付者コードのコード内容

6 手帳番号 ● 第○○○号
7 旅客鉄道株式会社等旅客

運賃減額 ●

8 氏名

●

9 生年月日
●

10 自由記載１ ●
11 (印字)都道府県（市）名 ●
12 公印 ●
13 本人の欄 住所 ●
14 固定文言１＋編集１

●

15 保護者の欄 氏名 ●
16 続柄 ●
17 住所 ●
18 障害名 ● 「障害名」を印字
19

●

20
●

24 身体障害者等級表による
級別 ●

21 自由記載２ ●
22 再認定年月

●

23 部位等級

●

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

パラメタなどで当印字有を設定でき、有が設定された場合、「障害名」に改行＋
「原傷病名」の印字も加えること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 14.身体障害者手帳（紙様式）

通番 システム印字項目

パラメタなどで当印字有を設定でき、有が設定された場合、以下の内容を印字で
きること
打ち出し形式 障害部位 ＋ 全角スペース ＋ 障害部位ごとの等級
※障害部位が複数ある場合は、複数印字する
※印字例）「視覚障害 １級

肢体不自由上肢 ２級」

住所＋全角スペース＋方書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

住所＋全角スペース＋方書

和暦表記
打ち出し形式 交付日 ＋ " 交付"

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
打ち出し形式 生年月日 ＋ " 生"

旧姓併記有無が「有」の場合は、氏名の間に「旧氏」を印字すること
例）氏名が「標準 一郎」、旧氏が「独自」の場合

「標準（独自） 一郎」と印字する

パラメタなどにより初期設定が行えること
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

パラメタなどで当印字有を設定でき、有が設定された場合、以下の内容を印字で
きること 日付項目は和暦表記
打ち出し形式 障害部位ごとの再認定年月 ＋ " 再認定（" ＋ 障害部位 ＋
"）"
※再認定年月が複数ある場合は、複数印字する
※印字例） 「令和3年4月 再認定（視覚障害）」

パラメタなどで当印字有を設定でき、有が設定された場合、「障害名」の印字に
替えて、以下の内容を印字できること 日付項目は和暦表記
打ち出し形式 障害部位ごとの障害内容 ＋ "（" ＋ 障害部位ごとの再認定年月
＋ "再認定）"
※障害部位ごとの障害内容が複数ある場合は、複数印字する
※障害部位ごとの障害内容に繋げるカッコ書きは、障害部位ごとの障害内容に該
当する障害部位ごとの再認定年月がある場合に印字する
※印字例）「左上肢機能障害（令和3年4月再認定）」

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記
打ち出し形式 再交付日 ＋ " 再交付"

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

「総合等級」を印字すること

省令第５条第17号関係



省令第５条第18号関係



帳票詳細要件（15）

0220018

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 自由記載１ ●
28 固定文言１

●

4 身体障害者本人 カナ氏名 ●
5 氏名 ●
6 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
7 居住地（郵便番号） ●
8 居住地（住所）

●

23 電話番号 ●
9 個人番号

●

29 自由記載２ ●
30 固定文言２

●

12 保護者 カナ氏名 ●
13 氏名 ●
14 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
15 居住地（郵便番号） ●
16 居住地（住所）

●

24 本人との続柄 ●
25 電話番号 ●
18 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

21 固定文言３
●

22 自由記載３ ●

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 15.身体障害者手帳交付申請書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。（以降の個人番号も同様。）

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第18号関係



省令第５条第19号関係



帳票詳細要件（16）

0220019

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 自由記載１ ●
34 固定文言１

●

4 身体障害者本人 カナ氏名 ●
5 氏名 ●
6 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
7 居住地（郵便番号） ●
8 居住地（住所）

●

29 電話番号 ●
9 個人番号

●

35 自由記載２ ●
36 既存手帳交付内容 手帳番号 ●
37 交付年月日 ● 和暦表記
38 等級 ●
39 再交付年月日 ● 和暦表記
40 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
41 固定文言２

●

12 保護者 カナ氏名 ●
13 氏名 ●
14 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
15 居住地（郵便番号） ●
16 居住地（住所）

●

30 本人との続柄 ●
31 電話番号 ●
18 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

20 固定文言３
●

33 固定文言４
●

28 自由記載３ ●

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 16.身体障害者手帳再交付申請書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

障害種別＋総合等級を「○種○級」と印字すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

実装項目
通番 システム印字項目

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。（以降の個人番号も同様。）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

省令第５条第19号関係



省令第５条第20号関係



帳票詳細要件（17）

0220020

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

4 文書番号 ●
5 発行日 ●
6 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
7 福祉事務所・町村 ●
8 電子公印 ●
9 固定文言１

●

10 カナ氏名 ●
11 氏名 ●
12 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
13 住所 ●
14 手帳番号 ●
15 交付年月日 ●
16 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
17 死亡年月日 ●
18 固定文言２

●

19 問合せ先 担当部署名 ●
20 住所 ●
21 電話番号

●

22 FAX番号
●

23 メール
●

郵便番号＋全角スペース＋住所

02.身体障害者手帳 帳票ID

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

帳票名称 17.身体障害者死亡通知書

実装項目

業務

住所＋全角スペース＋方書

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

省令第５条第20号関係



省令第５条第21号関係



帳票詳細要件（18）

0220021

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

4 固定文言１
●

5 固定文言２
●

6 手帳所持者（旧） カナ氏名 ●
7 氏名 ●
8 居住地（郵便番号） ●
9 居住地（住所） ●
10 電話番号 ●
11 個人番号

●

12 保護者（旧） カナ氏名 ●
13 氏名 ●
14 居住地（郵便番号） ●
15 居住地（住所） ●
16 生年月日 ●
17 電話番号 ●
18 続柄 ●
19 既存手帳交付内容 手帳番号 ●
20 交付年月日 ●
21 等級 ●
22 障害名 ●
23 自由記載１ ●

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 18.身体障害者居住地等変更届書

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

業務

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

和暦表記
障害種別＋総合等級を「○種○級」と印字すること
手帳に表示する障害名と同じ

省令第５条第21号関係



省令第５条第22号関係



帳票詳細要件（19）

0220022

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市
●

4
固定文言１ ●

5 手帳所持者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 居住地（郵便番号） ●
8

居住地（住所） ●

9 生年月日 ●
10

個人番号 ●

11
固定文言２ ●

12
返還する手帳の記載内容 手帳番号 ●

13 交付年月日 ●
14 総合等級 ●
15 障害名 ●
16 自由記載１ ●

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 19.身体障害者手帳返還届

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

通番 システム印字項目
実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳に表示する障害名と同じ

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

和暦表記

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

印字編集条件など

省令第５条第22号関係



省令第５条第23号関係



帳票詳細要件（20）

0220023

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

4 固定文言１
●

5 証明書発行対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 居住地（郵便番号） ●
8 居住地（住所）

●

9 生年月日 ●
10 手帳番号 ●
11 固定文言２＋編集１

●

12 自由記載１ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 20.身体障害者手帳交付証明書発行願

通番 システム印字項目
実装項目

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□提出者に同じ」は削除すること

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

省令第５条第23号関係



省令第５条第24号関係



帳票詳細要件（21）

0220024

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 障害名

●

17 等級
●

18 再認定の時期

●

19 再認定を要する理由 ●
20 期限 ●
21 備考

（固定文言２） ●

22 固定文言３＋編集１
●

23 自由記載１ ●
24 問合せ先 担当部署名 ●
25 住所 ●
26 電話番号

●

27 FAX番号
●

28 メール
●

帳票ID

帳票名称 21.身体障害者手帳の再認定について（再通知）

通番 システム印字項目
実装項目

業務 02.身体障害者手帳

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

管理項目「督促期限」を印字する 和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

再認定に該当する障害部位に対応した再認定年月を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する
和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
住所＋全角スペース＋方書

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

再認定となっている障害部位を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

再認定となっている障害部位の等級を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

省令第５条第24号関係



省令第５条第25号関係



帳票詳細要件（22）

0220025

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 交付年月日 ●
17 総合等級 ●
18 障害名 ●
19 固定文言２＋編集１

●

20 自由記載１ ●
21 問合せ先 担当部署名 ●
22 住所 ●
23 電話番号

●

24 FAX番号
●

25 メール
●

住所＋全角スペース＋方書

通番 システム印字項目
実装項目

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

和暦表記

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 22.身体障害者手帳返還命令書

省令第５条第25号関係



省令第５条第26号関係



帳票詳細要件（23）

0220026

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 障害名

●

17 等級
●

18 再認定の時期

●

19 再認定を要する理由 ●
20 備考

（固定文言２） ●

21 固定文言３＋編集１
●

22 自由記載１ ●
23 問合せ先 担当部署名 ●
24 住所 ●
25 電話番号

●

26 FAX番号
●

27 メール
●

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

再認定となっている障害部位を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

再認定となっている障害部位の等級を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する

再認定に該当する障害部位に対応した再認定年月を設定する
複数ある場合は、「／」で設定する
和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号
住所＋全角スペース＋方書

パラメタなどにより初期設定が行えること
障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

郵便番号＋全角スペース＋住所

通番 システム印字項目
実装項目

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 23.身体障害者手帳の再認定について（通知）

印字編集条件など

省令第５条第26号関係



省令第５条第27号関係



帳票詳細要件（24）

0220027

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 保護者 氏名 ●
14 本人との続柄 ●
15 住所 ●
16 返送していただくもの

（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 返送先
（固定文言４） ●

19 固定文言５＋編集２
●

20 受領書
（自由記載１） ●

21 自由記載２ ●
22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

住所＋全角スペース＋方書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

24.身体障害者手帳交付（再交付）について（郵送）

省令第５条第27号関係



省令第５条第28号関係



帳票詳細要件（25）

0220256

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

4 固定文言１
●

5 対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 居住地（郵便番号） ●
8 居住地（住所）

●

9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 電話番号 ●
11 保護者 カナ氏名 ●
12 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 居住地（郵便番号） ●
15 居住地（住所）

●

16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 電話番号 ●
18 既存手帳交付内容 手帳番号 ●
19 交付年月日 ● 和暦表記
20 等級 ●
21 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
22 固定文言２

●

23 自由記載１ ●

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

障害種別＋総合等級を「○種○級」と印字すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

業務 02.身体障害者手帳 帳票ID

帳票名称 25.身体障害者手帳取下届

省令第５条第28号関係



省令第５条第29号関係



帳票詳細要件（01）

0220028

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 文書番号 ●
3 発行日 ●
4 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
5 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

6 電子公印 ●
7 固定文言１

●

8 手帳番号 ●
9 交付日 ●
10 障害の程度(総合判定) ●
11 障害種別 ●
12 再交付日 ●
13 次の判定年月 ●
14 返還日 ●
15 氏名 ●
16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 住所 ●
18 保護者 氏名 ●
19 本人との続柄 ●
20 住所 ●
21 備考

（固定文言２） ●

22 固定文言３＋編集１
●

23 自由記載１ ●
24 問合せ先 担当部署名 ●
25 住所 ●
26 電話番号

●

27 FAX番号
●

28 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

住所＋全角スペース＋方書

和暦表記

住所＋全角スペース＋方書

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

和暦表記

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 01.療育手帳交付証明書

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

和暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

省令第５条第29号関係



省令第５条第30号関係



帳票詳細要件（02）

0220029

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 保護者 氏名 ●
14 本人との続柄 ●
15 住所 ●
16 お持ちいただくもの

（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 備考
（固定文言４） ●

19 固定文言５＋編集２
●

20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

25 自由記載１ ●

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

住所＋全角スペース＋方書

郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務

通番 システム印字項目 印字編集条件など

03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 02.療育手帳交付（再交付）について

実装項目

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第30号関係



省令第５条第31号関係



帳票詳細要件（03）

0220030

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１＋編集１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 手帳番号 ●
16 交付年月日 ●
17 障害の程度(総合判定) ●
28 障害種別 ●
18 次の判定年月 ●
19 備考

（固定文言２） ●

20 固定文言３＋編集２
●

21 教示文
●

22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

27 自由記載１ ●

和暦表記

和暦表記

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務

通番 システム印字項目 印字編集条件など

03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 03.療育手帳交付（再交付）決定通知書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

省令第５条第31号関係



省令第５条第32号関係



帳票詳細要件（04）

0220031

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 申請日 ●
16 申請事由 ●
17 理由 ●
18 自由記載１ ●
19 教示文

●

20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

通番 システム印字項目 印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること

判定結果コードが「却下」の場合に判定理由を印字すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 04.療育手帳交付申請却下決定通知書

省令第５条第32号関係



省令第５条第33号関係



帳票詳細要件（05）

0220032

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 保護者 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所 ●
15 次の判定年月 ●
16 手帳番号 ●
17 申請に必要なもの

（固定文言２） ●

18 固定文言３

●

19 備考
（固定文言４） ●

20 固定文言５＋編集１

●

21 自由記載１

●

22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

05.療育手帳再判定のお知らせ

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

再判定年月時点の年齢（18歳未満か以上か）や判定機関別等の区分を設定でき、
区分に応じて以下を行えること
○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字
すること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

再判定年月時点の年齢（18歳未満か以上か）や判定機関別等の区分を設定でき、
区分に応じて以下を行えること
○文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字
すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

省令第５条第33号関係



省令第５条第34号関係



帳票詳細要件（06）

0220033

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 送付先 郵便番号 ●

3 住所 ●
4 方書 ●
5 自治体名 ●
6 カスタマバーコード ●
7 文書番号 ●
8 発行日 ●
9 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
10 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

11 電子公印 ●
12 固定文言１

●

13 異動日 ● 転入もしくは氏名変更に係る異動日を設定すること
14 氏名 ●
15 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
16 手帳番号 ●
17 障害の程度(総合判定) ●
18 保護者 氏名 ●
19 本人との続柄 ●
20 住所 ●
21 旧住所 ● 転入前住所 住所＋全角スペース＋方書
22 新住所 ● 現住所 住所＋全角スペース＋方書
23 備考

（固定文言２） ●

24 固定文言３＋編集１
●

25 自由記載１ ●
26 問合せ先 担当部署名 ●
27 住所 ●
28 電話番号

●

29 FAX番号
●

30 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 06.療育手帳居住地変更通知書

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通の機能ID：0220216（全国自治体情報を利用した印字）のとおり印
字すること

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

省令第５条第34号関係



省令第５条第35号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（07）

0220034

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 作成日 ● 印刷した日 和暦表記
3 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
4 手帳番号 ●
5 障害者本人 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
8 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
9 電話番号 ●
10 保護者 氏名 ●
11 本人との続柄 ●
12 住所 ●
13 初回交付年月日 ●
14 再交付年月日 ●
15 次の判定年月 ●
16 障害の程度(総合判定) 例「Ａ１」 ●
17 判定日 ●
18 判定機関 ●
19 家族状況① 氏名 ●
20 性別

●

21 本人との続柄 ●
22 職業

●

23 生年月日 ●
24 家族状況② 氏名 ●
25 性別 ●
26 本人との続柄 ●
27 職業 ●
28 生年月日 ●
29 家族状況③ 氏名 ●
30 性別 ●
31 本人との続柄 ●
32 職業 ●
33 生年月日 ●
34 家族状況④ 氏名 ●
35 性別 ●
36 本人との続柄 ●
37 職業 ●
38 生年月日 ●
39 家族状況⑤ 氏名 ●
40 性別 ●
41 本人との続柄 ●
42 職業 ●
43 生年月日 ●
44 家族状況⑥ 氏名 ●
45 性別 ●
46 本人との続柄 ●
47 職業 ●
48 生年月日 ●
49 家族状況⑦ 氏名 ●
50 性別 ●
51 本人との続柄 ●
52 職業 ●
53 生年月日 ●
54 備考

（固定文言１） ●

55 固定文言２＋編集１
●

56 自由記載１ ●
57 ※家族状況が8人以上の場合は2ページ以降に改ページする

業務

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

実装項目

和暦表記
和暦表記

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 07.知的障害者更生指導台帳

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

＜実装不可とした理由＞
申請書及び手帳への性別表記が廃止されたことを踏まえ、実装不可とした。印字
不要な項目のため、帳票レイアウトからは、印字項目を削除した。（以降の性別
も同様。）

＜実装不可とした理由＞
平成31年3月29日の事務連絡「身体障害者福祉法施行規則及び精神保健及び精神障
害者福祉に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について」にて、交
付申請書から本籍地、職業、教育の欄が削除されたことを踏まえ、実装不可とし
た。印字不要な項目のため、帳票レイアウトからは、印字項目を削除した。（以
降の職業も同様。）

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

省令第５条第35号関係



省令第５条第36号関係



帳票詳細要件（08）

0220035

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 障害者氏名（カナ） ●
4 障害者氏名（漢字） ●
5 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
6 ケース履歴① 年月日

●

7 サービス名 ●
8 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
9 ケース履歴② 年月日 ●
10 サービス名 ●
11 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
12 ケース履歴③ 年月日 ●
13 サービス名 ●
14 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
15 ケース履歴④ 年月日 ●
16 サービス名 ●
17 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
18 ケース履歴⑤ 年月日 ●
19 サービス名 ●
20 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
21 ケース履歴⑥ 年月日 ●
22 サービス名 ●
23 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
24 ケース履歴⑦ 年月日 ●
25 サービス名 ●
26 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
27 ケース履歴⑧ 年月日 ●
28 サービス名 ●
29 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
30 ケース履歴⑨ 年月日 ●
31 サービス名 ●
32 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
33 ケース履歴⑩ 年月日 ●
34 サービス名 ●
35 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
36 ケース履歴⑪ 年月日 ●
37 サービス名 ●
38 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
39 ケース履歴⑫ 年月日 ●
40 サービス名 ●
41 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
42 ケース履歴⑬ 年月日 ●
43 サービス名 ●
44 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
45 ケース履歴⑭ 年月日 ●
46 サービス名 ●
47 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
48 ケース履歴⑮ 年月日 ●
49 サービス名 ●
50 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
51 ケース履歴⑯ 年月日 ●
52 サービス名 ●
53 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
54 ケース履歴⑰ 年月日 ●
55 サービス名 ●
56 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
57 ケース履歴⑱ 年月日 ●
58 サービス名 ●
59 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
60 ケース履歴⑲ 年月日 ●
61 サービス名 ●
62 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
63 ケース履歴⑳ 年月日 ●
64 サービス名 ●
65 指導記録 ● 受給者番号、有効期間、等級など 有効期間などの日付項目は和暦表記
66 ページ数 ●
67 自由記載１ ●
68 ※21履歴以降は2ページ以降に改ページする

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

通番 システム印字項目 印字編集条件など

各サービスの給付年月日 和暦表記
機能ID：0220356 を実装する場合は、独自事業の内容を印字することとし、以下
の項目、履歴も同様とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

実装項目

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

各サービスの給付年月日 和暦表記

業務フローに記載の事業名

業務フローに記載の事業名

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 08.知的障害者更生指導台帳（指導記録）

省令第５条第36号関係



省令第５条第37号関係



帳票詳細要件（09）

0220036

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 送付先 郵便番号 ●
3 住所 ●
4 方書 ●
5 自治体名 ●
6 カスタマバーコード ●
7 文書番号 ●
8 発行日 ●
9 通知名（タイトル） ● パラメタなどにより初期設定が行えること
10 市町村 ●
11 電子公印 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
12 固定文言１

●

13 カナ氏名 ●
14 氏名 ●
15 生年月日 ●
16 手帳番号 ●
17 障害の程度(総合判定) ● 手帳に表示する程度と同じ
18 異動年月日 ●
19 旧住所 ● 転出前住所 住所＋全角スペース＋方書
20 新住所 ● 転出先住所 住所＋全角スペース＋方書
21 備考

（固定文言２） ●

22 固定文言３＋編集１
●

23 自由記載１ ●
24 問合せ先 担当部署名 ●
25 住所 ●
26 電話番号

●

27 FAX番号
●

28 メール
●

通番 システム印字項目 印字編集条件など

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通の機能ID：0220216 （全国自治体情報を利用した印字）のとおり
印字すること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

転出日 和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 09.知的障害者更生指導台帳の送付について

省令第５条第37号関係



省令第５条第38号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（10）

0220037

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 進達先 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
8 固定文言１

●

9 ページ番号 ● 現在のページ数/総ページ数
10 受付番号 申請年月日

（固定文言２） ●

11 備考
（固定文言３） ●

12 1人目 No ●
13 受付番号 ●
14 申請年月日 ●
15 対象者氏名 ●
16 保護者氏名 ●
17 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
18 生年月日 ●
19 申請事由 ●
20 編集１

●

21 2人目 No ●
22 受付番号 ●
23 申請年月日 ●
24 対象者氏名 ●
25 保護者氏名 ●
26 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
27 生年月日 ●
28 申請事由 ●
29 編集１ ●
30 ・・・
31 N人目 No ●
32 受付番号 ●
33 申請年月日 ●
34 対象者氏名 ●
35 保護者氏名 ●
36 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
37 生年月日 ●
38 申請事由 ●
39 編集１ ●
40 問合せ先 担当部署名 ●
41 住所 ●
42 電話番号

●

43 FAX番号
●

44 メール
●

45 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

1人目と同じ
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

通し番号

短縮表記

短縮表記

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 10.療育手帳交付申請者一覧（進達）

通番 システム印字項目

通し番号

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

判定機関コードに応じた内容を印字すること

和暦表記

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

実装項目

短縮表記

短縮表記

短縮表記

短縮表記

通し番号

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

1人目と同じ

省令第５条第38号関係



省令第５条第39号関係



帳票詳細要件（11）

0220038

必須 オプション 不可
1 様式番号 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 手帳番号 ●
4 交付日

●

5 再交付日
●

6 氏名

●

7 生年月日
●

8 旅客鉄道株式会社等旅客運
賃減額 ●

9 自由記載１ ●
10 (印字)都道府県（市）名 ●
11 公印 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
12 本人 住所 ●
13 電話番号 ●
14 固定文言１＋編集１

●

15 保護者 氏名 ●
16 続柄 ●
17 電話番号 ●
18 住所 ●
19 判定の記録 障害の程度（総合判定） ●
20 合併障害：障害名

●

21 合併障害：総合等級 ● 身体障害者手帳に表示する総合等級を印字
22 判定年月日 ● 和暦表記
23 次の判定年月

●

24 判定機関 ●
25 予備欄

（自由記載２） ●

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 11.療育手帳（紙様式）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

身体障害者手帳に表示する障害名を印字。ただし、身体障害者手帳を所持してい
ない場合は、「なし」を印字。

和暦表記 再判定年月が空白の場合のアスタリスク印字有無をパラメタ設定で
き、設定が「有」かつ再判定年月が空白の場合はアスタリスクを印字すること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

住所＋全角スペース＋方書

実装項目

和暦表記
打ち出し形式 再交付日 ＋ " 再交付"

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

住所＋全角スペース＋方書

和暦表記
打ち出し形式 交付日 ＋ " 交付"

旧姓併記有無が「有」の場合は、氏名の間に「旧氏」を印字すること
例）氏名が「標準 一郎」、旧氏が「独自」の場合

「標準（独自） 一郎」と印字する

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
打ち出し形式 生年月日 ＋ " 生"

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第39号関係



省令第５条第40号関係



帳票詳細要件（12）

0220039

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

4 自由記載１ ●
5 固定文言１

●

6 固定文言２
●

7 知的障害者本人 カナ氏名 ●
8 氏名 ●
9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 住所（郵便番号） ●
11 住所（住所）

●

12 電話番号 ●
13 個人番号

●

14 保護者 カナ氏名 ●
15 氏名 ●
16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 住所（郵便番号） ●
18 住所（住所）

●

19 続柄 ●
20 電話番号 ●
21 固定文言３

●

22 自由記載２
※判定の記録欄 ●

23 自由記載３
※希望する手帳の様式欄 ●

24 固定文言４
●

25 自由記載４ ●

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 12.療育手帳交付申請書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

通番 システム印字項目
実装項目

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第40号関係



省令第５条第41号関係



帳票詳細要件（13）

0220040

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

4 自由記載１ ●
5 固定文言１

●

6 固定文言２
●

7 知的障害者本人 カナ氏名 ●
8 氏名 ●
9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 住所（郵便番号） ●
11 住所（住所）

●

12 電話番号 ●
13 個人番号

●

14 保護者 カナ氏名 ●
15 氏名 ●
16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 住所（郵便番号） ●
18 住所（住所）

●

19 続柄 ●
20 電話番号 ●
21 手帳番号 ●
22 交付年月日 ● 和暦表記
23 障害の程度(総合判定) ●
24 自由記載２

※希望する手帳の様式欄 ●

25 前回の判定年月日 ● 和暦表記
26 前回の判定機関 ●
27 固定文言３

●

28 自由記載３
※再判定時の判定の記録欄 ●

29 固定文言４
●

30 自由記載４ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

通番 システム印字項目
実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

印字編集条件など

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 13.療育手帳再交付・再判定申請書

省令第５条第41号関係



省令第５条第42号関係



帳票詳細要件（14）

0220041

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

4 固定文言１
●

5 固定文言２
●

6 手帳所持者（旧） カナ氏名 ●
7 氏名 ●
8 住所（郵便番号） ●
9 住所（住所） ●
10 電話番号 ●
11 個人番号

●

12 保護者（旧） カナ氏名 ●
13 氏名 ●
14 住所（郵便番号） ●
15 住所（住所） ●
16 生年月日 ●
17 電話番号 ●
18 続柄 ●
19 既存手帳交付内容 手帳番号 ●
20 交付年月日 ●
21 障害の程度(総合判定) ●
22 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 14.療育手帳記載事項変更届

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

省令第５条第42号関係



省令第５条第43号関係



帳票詳細要件（15）

0220042

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

4 固定文言１
●

5 手帳所持者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 生年月日 ●
8 住所（郵便番号） ●
9 住所（住所）

●

10 個人番号
●

11 固定文言２
●

12 返還する手帳の記載内容 手帳番号
●

13 交付年月日 ●
14 障害の程度(総合判定) ●
15 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 15.療育手帳返還届

印字編集条件など

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

和暦表記

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第43号関係



省令第５条第44号関係



帳票詳細要件（16）

0220043

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 児童相談所長 ●
4 知的障害者更生相談所長 ●
5 固定文言１

●

6 証明書発行対象者 カナ氏名 ●
7 氏名 ●
8 生年月日 ●
9 新住所（郵便番号） ●
10 新住所（住所） ●
11 固定文言２

●

12 固定文言３
●

13 固定文言４
●

14 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 16.療育手帳判定資料提供申出書

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書

省令第５条第44号関係



省令第５条第45号関係



帳票詳細要件（17）

0220044

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県、指定都市又は中

核市 ●

4 固定文言１
●

5 証明書発行対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 住所（郵便番号） ●
8 住所（住所）

●

9 生年月日 ●
10 手帳番号 ●
11 障害の程度(総合判定) ●
12 固定文言２＋編集１

●

13 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 17.療育手帳交付証明書発行願

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□提出者に同じ」は削除すること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

省令第５条第45号関係



省令第５条第46号関係



帳票詳細要件（18）

0220045

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 保護者 氏名 ●
14 本人との続柄 ●
15 住所 ●
16 返送していただくもの

（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 返送先
（固定文言４） ●

19 固定文言５＋編集２
●

20 受領書
（自由記載１） ●

21 自由記載２ ●
22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること
障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

印字編集条件など通番 システム印字項目
実装項目

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 18.療育手帳交付（再交付）について（郵送）

省令第５条第46号関係



省令第５条第47号関係



帳票詳細要件（19）

0220046

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 都道府県又は指定都市・中

核市 ●

3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長 ●
7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 カナ氏名 ●
10 氏名 ●
11 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
12 住所 ●
13 手帳番号 ●
14 交付年月日 ●
15 障害の程度(総合判定) ●
16 死亡年月日 ●
17 固定文言２

●

18 問合せ先 担当部署名 ●
19 住所 ●
20 電話番号

●

21 FAX番号
●

22 メール
●

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

19.知的障害者死亡通知書

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

住所＋全角スペース＋方書
手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

和暦表記

和暦表記
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

省令第５条第47号関係



省令第５条第48号関係



帳票詳細要件（20）

0220257

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市・

中核市 ●

4 固定文言１
●

5 対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 住所（郵便番号） ●
8 住所（住所）

●

9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 電話番号 ●
11 保護者 カナ氏名 ●
12 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所（郵便番号） ●
15 住所（住所）

●

16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 電話番号 ●
18 既交付手帳の記載内容 手帳番号 ●
19 交付年月日 ● 和暦表記
20 障害の程度(総合判定) ●
21 自由記載１ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

手帳交付者コードのコード内容＋全角スペース＋第○○○号

障害種別＋総合等級を「○種○級」と印字すること

業務 03.療育手帳 帳票ID

帳票名称 20.療育手帳取下届

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

省令第５条第48号関係



省令第５条第49号関係



帳票詳細要件（01）

0220047

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 文書番号 ●
3 発行日 ●
4 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
5 都道府県又は指定都市 ●
6 電子公印 ●
7 固定文言１

●

8 手帳番号 ●
9 交付日 ●
10 障害等級 ●
25 旅客運賃減額 ●
11 再交付日 ●
12 有効期限 ●
13 返還日 ●
14 氏名 ●
15 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
16 住所 ●
17 備考

（固定文言２） ●

18 固定文言３＋編集１
●

19 自由記載１ ●
20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

通番 システム印字項目 印字編集条件など

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

和暦表記

住所＋全角スペース＋方書

和暦表記

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 01.障害者手帳交付証明書

省令第５条第49号関係



省令第５条第50号関係



帳票詳細要件（02）

0220048

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 お持ちいただくもの

（固定文言２） ●

14 固定文言３＋編集１
●

15 備考
（固定文言４） ●

16 固定文言５＋編集２
●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

22 自由記載１ ●

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 02.障害者手帳交付（再交付）について

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

通番 システム印字項目 印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書

実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

和暦表記

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第50号関係



省令第５条第51号関係



帳票詳細要件（03）

0220049

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市 ●
7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 手帳番号 ●
13 交付日 ●
14 障害等級 ●
25 旅客運賃減額 ●
15 有効期限 ●
16 備考

（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 教示文
●

19 問合せ先 担当部署名 ●
20 住所 ●
21 電話番号

●

22 FAX番号
●

23 メール
●

24 自由記載１ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

通番 システム印字項目 印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

実装項目

業務 04.精神障害者保健福祉手帳

和暦表記

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

帳票ID

帳票名称 03.障害者手帳交付決定通知書

省令第５条第51号関係



省令第５条第52号関係



帳票詳細要件（04）

0220050

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市 ●
7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 申請日 ●
13 申請事由 ●
14 理由 ●
15 自由記載１ ●
16 教示文

●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 04.障害者手帳通知書

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

判定結果コードが「却下」の場合に判定理由を印字すること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第52号関係



省令第５条第53号関係



帳票詳細要件（05）

0220051

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県又は指定都市 ●
7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 有効期限 ●
13 手帳番号 ●
14 備考

（固定文言２） ●

15 固定文言３＋編集１
●

16 自由記載１ ●
17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

印字編集条件など
実装項目

通番 システム印字項目

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 05.障害者手帳更新のお知らせ

省令第５条第53号関係



省令第５条第54号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（06）

0220052

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 発行日 ●
4 市町村名 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
5 ページ番号 ● 現在のページ数/総ページ数
6 備考

（固定文言１） ●

7 進達先利用
（固定文言２） ●

8 1人目 No ●
9 申請年月日 ●
10 精神障害者（児）氏名 ●
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 生年月日 ●
13 申請事由 ●
14 手帳番号 ●
15 自立支援医療の[申請事

由] ●

16 自立支援医療の[受給者番
号] ●

17 編集１
●

18 2人目 No ●
19 申請年月日 ●
20 精神障害者（児）氏名 ●
21 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
22 生年月日 ●
23 申請事由 ●
24 手帳番号 ●
25 自立支援医療の[申請事

由] ●

26 自立支援医療の[受給者番
号] ●

27 編集１
●

28 ・・・
29 N人目 No ●
30 申請年月日 ●
31 精神障害者（児）氏名 ●
32 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
33 生年月日 ●
34 申請事由 ●
35 手帳番号 ●
36 自立支援医療の[申請事

由] ●

37 自立支援医療の[受給者番
号] ●

38 編集１
●

39 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

実装項目

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 06.障害者手帳交付申請者一覧（進達）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

自立支援医療（精神通院医療）の受給者番号を印字する

短縮表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

通し番号

和暦表記

自立支援医療（精神通院医療）の受給者番号を印字する

短縮表記

通し番号

短縮表記

自立支援医療（精神通院医療）の申請事由を印字する

自立支援医療（精神通院医療）の申請事由を印字する

短縮表記

通し番号

短縮表記

自立支援医療（精神通院医療）の受給者番号を印字する

短縮表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

自立支援医療（精神通院医療）の申請事由を印字する

省令第５条第54号関係



省令第５条第55号関係



帳票詳細要件（07）

0220053

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 進達先 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 1番目の申請事由 申請事由 ●
10 件数 ●
11 件数 診断書 ●
12 件数 年金証書 ●
13 自立支援医療（精神通院

医療）同時申請件数 ●

14 2番目の申請事由 申請事由 ●
15 件数 ●
16 件数 診断書 ●
17 件数 年金証書 ●
18 自立支援医療（精神通院

医療）同時申請件数 ●

19 ・・・
20 10番目の申請事由 申請事由 ●
21 件数 ●
22 件数 診断書 ●
23 件数 年金証書 ●
24 自立支援医療（精神通院

医療）同時申請件数 ●

25 合計（件数） ●
26 合計（件数 診断書） ●
27 合計（件数 年金証書） ●
28 合計（自立支援医療（精

神通院医療）同時申請件
数）

●

29 問合せ先 担当部署名 ●
30 住所 ●
31 電話番号

●

32 FAX番号
●

33 メール
●

添付書類に年金証書がある件数
添付書類に診断書がある件数

添付書類に診断書がある件数
添付書類に年金証書がある件数

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 07.進達伺書

実装項目

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

コード管理されている申請事由の2番目を設定すること

1番目～10番目の自立支援医療（精神通院医療）同時申請件数の合計

1番目～10番目の件数の合計

コード管理されている申請事由の1番目を設定すること

1番目～10番目の年金証書件数の合計

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

コード管理されている申請事由の10番目を設定すること

添付書類に診断書がある件数
添付書類に年金証書がある件数

1番目～10番目の診断書件数の合計

省令第５条第55号関係



省令第５条第56号関係



帳票詳細要件（08）

0220054

必須 オプション 不可
1 様式番号 ● パラメタなどにより初期設定が行えること
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 自由記載１ ●
4 氏名

●

5 住所 ●
6 生年月日 ●
7 障害等級 ●
8 手帳番号 ●
15 旅客鉄道株式会社等旅客

運賃減額 ●

9 交付日 ● 和暦表記
10 有効期限 ●
11 (印字)都道府県（指定都

市）名 ●

12 公印
●

13 自由記載２ ●
14 備考

（自由記載３） ●
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

パラメタなどにより初期設定が行えること
※一般市町村での再交付に対応できるよう都道府県名も設定できること

和暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
※一般市町村での再交付に対応できるよう都道府県名も設定できること

実装項目

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

通番 システム印字項目 印字編集条件など

旧姓併記有無が「有」の場合は、氏名の間に「旧氏」を印字すること
例）氏名が「標準 一郎」、旧氏が「独自」の場合

「標準（独自） 一郎」と印字する

住所＋全角スペース＋方書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 08.障害者手帳（紙様式）

省令第５条第56号関係



省令第５条第57号関係



帳票詳細要件（09）

0220055

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 自由記載１ ●
3 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
4 都道府県又は指定都市 ●
5 自由記載２ ●
6 固定文言１

●

7 精神障害者本人 カナ氏名 ●
8 氏名 ●
9 生年月日 ●
10 住所（郵便番号） ●
11 住所（住所） ●
12 電話番号 ●
13 個人番号

●

25 固定文言２
●

26 既存の手帳 有効期限 ●
27 手帳番号 ●
14 家族等の連絡先 カナ氏名 ●
15 氏名 ●
16 本人との続柄 ●
17 住所（郵便番号） ●
18 住所（住所）

●

19 電話番号 ●
23 固定文言３

●

24 自由記載３ ●

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

通番 システム印字項目
実装項目

家族の連絡先は管理項目の保護者の情報を印字する

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 09.障害者手帳交付申請書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□申請者に同じ」は削除すること

省令第５条第57号関係



省令第５条第58号関係



帳票詳細要件（10）

0220056

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 自由記載１ ●
3 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
4 都道府県又は指定都市

●

5 自由記載２ ●
6 固定文言１

●

7 固定文言２
●

8 （変更内容）旧 住所 ●
9 氏名 ●
10 固定文言３

●

11 精神障害者本人 カナ氏名 ●
12 氏名 ●
13 生年月日 ●
14 住所（郵便番号） ●
15 住所（住所） ●
16 電話番号 ●
17 個人番号

●

18 現行の手帳番号 ●
19 固定文言４

●

20 自由記載３ ●

パラメタなどにより初期設定が行えること

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 10.障害者手帳記載事項変更届・再発行申請書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

省令第５条第58号関係



省令第５条第59号関係



帳票詳細要件（11）

0220057

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市

●

4 固定文言１
●

5 手帳所持者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 生年月日 ●
8 住所（郵便番号） ●
9 住所（住所）

●

10 個人番号
●

11 固定文言２
●

12 返還する手帳の記載内容 手帳番号 ●
13 交付年月日 ●
14 障害等級 ●
15 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 11.障害者手帳返還届

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

和暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

省令第５条第59号関係



省令第５条第60号関係



帳票詳細要件（12）

0220058

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市 ●
4 固定文言１

●

5 対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 生年月日 ●
8 住所（郵便番号） ●
9 住所（住所）

●

10 固定文言２
●

11 固定文言３
●

12 固定文言４
●

13 自由記載１ ●

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

通番 システム印字項目
実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 12.障害者手帳障害年金等に係る同意書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□同意者に同じ」は削除すること

省令第５条第60号関係



省令第５条第61号関係



帳票詳細要件（13）

0220059

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市 ●
4 固定文言１

●

5 証明書発行対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 住所（郵便番号） ●
8 住所（住所）

●

9 生年月日 ●
10 手帳番号 ●
11 固定文言２＋編集１

●

12 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 13.障害者手帳交付証明書発行願

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□提出者に同じ」は削除すること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

省令第５条第61号関係



省令第５条第62号関係



帳票詳細要件（14）

0220060

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 市（町村）長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ●
12 手帳番号 ●
13 返送していただくもの

（固定文言２） ●

14 固定文言３＋編集１
●

15 返送先
（固定文言４） ●

16 固定文言５＋編集２
●

17 受領書
（自由記載１） ●

18 自由記載２ ●
19 問合せ先 担当部署名 ●
20 住所 ●
21 電話番号

●

22 FAX番号
●

23 メール
●

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

14.障害者手帳交付（再交付）について（郵送）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
市町村名＋全角スペース＋市町村長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

省令第５条第62号関係



省令第５条第63号関係



帳票詳細要件（15）

0220061

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
6 都道府県知事又は市（町

村）長 ●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 氏名 ●
10 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 障害者手帳有効期限 ●
13 障害者手帳番号 ●
14 自立支援医療（精神通

院）有効期間 ●

15 自立支援医療（精神通
院）受給者番号 ●

16 備考
（固定文言２） ●

17 固定文言３＋編集１
●

18 自由記載１ ●
19 問合せ先 担当部署名 ●
20 住所 ●
21 電話番号

●

22 FAX番号
●

23 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

和暦表記

和暦表記 「○○から○○」の形式で印字すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。
問合せ先管理のパラメタの担当部署名を設定すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

15.障害者手帳及び自立支援医療受給者証（精神通院）更新のお知らせ

郵便番号＋全角スペース＋住所
内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

省令第５条第63号関係



省令第５条第64号関係



帳票詳細要件（20）

0220259

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ● パラメタなどにより初期設定が行えること
3 都道府県又は指定都市 ●
4 固定文言１

●

5 対象者 カナ氏名 ●
6 氏名 ●
7 住所（郵便番号） ●
8 住所（住所）

●

9 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
10 電話番号 ●
11 保護者 カナ氏名 ●
12 氏名 ●
13 本人との続柄 ●
14 住所（郵便番号） ●
15 住所（住所）

●

16 生年月日 ● 日本人は和暦表記、外国人は西暦表記
17 電話番号 ●
18 既交付手帳の記載内容 手帳番号 ●
19 交付年月日 ● 和暦表記
20 障害等級 ●
21 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

業務 04.精神障害者保健福祉手帳 帳票ID

帳票名称 16.障害者手帳取下届

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□届出者に同じ」は削除すること

省令第５条第64号関係



省令第５条第65号関係
適合基準日：令和８年４月１日



省令第５条第65号関係



帳票詳細要件（01）

0220062

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 受給者氏名 ●
9 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
10 支給手当月額 ●
11 支給開始年月

●

12 振込先又は支払場所 銀行名 ●
13 支店名 ●
14 口座種別 ●
15 口座番号・記号番号

●

16 口座名義人カナ ● 半角カナ表記
17 備考

（固定文言１＋編集１）

●

18 申請日 ●
19 手当名 ● 「特別障害者手当」もしくは「障害児福祉手当」
20 自由記載１ ●
21 教示文

●

22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

27 自由記載２ ●

業務 05.国制度手当 帳票ID

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目1：「有期認定有無」、印字有無：「有」、前付加文言：
「有期認定有無：」、後付加文言：(空白)
印字すべき管理項目2：「有期認定年月」、印字有無：「有」、前付加文言：「有
期認定年月：」、後付加文言：(空白) となっている場合は、次のとおり印字す
る。

有期認定有無：有
有期認定年月：令和4年10月

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

和暦表記
"から"の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

和暦表記

郵便番号＋全角スペース＋住所
問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること

マスクする桁数をパラメタなどにより設定でき、アスタリスクを印字
記号番号の場合は、記号○○○○○○ 番号○○○○○○○○のように印字する
こと

帳票名称 01.認定通知書

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

省令第５条第65号関係



省令第５条第66号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（02）

0220063

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 申請日 ●
9 手当名 ● 「特別障害者手当」もしくは「障害児福祉手当」
10 氏名 ●
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 却下した理由 ● 判定結果コードが「却下」の場合に判定理由を印字すること
13 自由記載１ ●
14 教示文

●

15 問合せ先 担当部署名 ●
16 住所 ●
17 電話番号

●

18 FAX番号
●

19 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 02.認定請求却下通知書

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
和暦表記

省令第５条第66号関係



省令第５条第67号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（03）

0220064

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 支給手当月額 ●
12 支給開始年月

●

13 振込先又は支払場所 銀行名 ●
14 支店名 ●
15 口座種別 ●
16 口座番号・記号番号

●

17 口座名義人カナ ● 半角カナ表記
18 備考

（固定文言２） ●

19 固定文言３＋編集１

●

20 教示文
●

21 問合せ先 担当部署名 ●
22 住所 ●
23 電話番号

●

24 FAX番号
●

25 メール
●

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 03.再認定通知書

郵便番号＋全角スペース＋住所

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

パラメタなどにより初期設定が行えること

マスクする桁数をパラメタなどにより設定でき、アスタリスクを印字
記号番号の場合は、記号○○○○○○ 番号○○○○○○○○のように印字する
こと

和暦表記
"から"の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目1：「有期認定有無」、印字有無：「有」、前付加文言：
「有期認定有無：」、後付加文言：(空白)
印字すべき管理項目2：「有期認定年月」、印字有無：「有」、前付加文言：「有
期認定年月：」、後付加文言：(空白) となっている場合は、次のとおり印字す
る。

有期認定有無：有
有期認定年月：令和4年10月

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること

省令第５条第67号関係



省令第５条第68号関係



帳票詳細要件（04）

0220065

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 申請日 ●
9 手当名 ●
10 支給開始年月－1か月 ● 和暦表記
11 受給者氏名 ●
12 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
13 支給手当月額 ●
14 支給開始年月

●

15 振込先又は支払場所 銀行名 ●
16 支店名 ●
17 口座種別 ●
18 口座番号・記号番号

●

19 口座名義人カナ ● 半角カナ表記
20 備考

（固定文言１） ●

21 固定文言２＋編集１

●

22 自由記載１ ●
23 問合せ先 担当部署名 ●
24 住所 ●
25 電話番号

●

26 FAX番号
●

27 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 04.支給開始決定通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記
"から"の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目1：「有期認定有無」、印字有無：「有」、前付加文言：
「有期認定有無：」、後付加文言：(空白)
印字すべき管理項目2：「有期認定年月」、印字有無：「有」、前付加文言：「有
期認定年月：」、後付加文言：(空白) となっている場合は、次のとおり印字す
る。

有期認定有無：有
有期認定年月：令和4年10月

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

マスクする桁数をパラメタなどにより設定でき、アスタリスクを印字
記号番号の場合は、記号○○○○○○ 番号○○○○○○○○のように印字する
こと

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ
パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

省令第５条第68号関係



省令第５条第69号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（05）

0220066

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 手当名 ●
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 支給停止の理由 ●
12 支給停止の期間

●

13 備考
（固定文言１＋編集１）

●

14 自由記載１ ●
15 教示文

●

16 固定文言２
●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

和暦表記
"から"、”まで”の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 05.支給停止通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：1234567890

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

省令第５条第69号関係



省令第５条第70号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（06）

0220067

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 手当名 ●
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 支給停止解除の理由 ●
12 支給停止解除の期間

●

13 備考
（固定文言１＋編集１）

●

14 自由記載１ ●
15 教示文

●

16 問合せ先 担当部署名 ●
17 住所 ●
18 電話番号

●

19 FAX番号
●

20 メール
●

郵便番号＋全角スペース＋住所

和暦表記
"から"、”まで”の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 06.支給停止解除通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目1：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：空白

認定番号：123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記
パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること

省令第５条第70号関係



省令第５条第71号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（07）

0220068

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 手当名 ●
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 一時差止の理由 ●
12 一時差止開始年月

●

13 備考
（固定文言１） ●

14 固定文言２＋編集１

●

15 自由記載１ ●
16 教示文

●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 07.一時差止通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

和暦表記
"から"の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第71号関係



省令第５条第72号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（08）

0220069

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 手当名 ●
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 一時差止解除の理由 ●
12 一時差止解除年月 ●
13 備考

（固定文言１） ●

14 固定文言２＋編集１

●

15 自由記載１ ●
16 教示文

●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

和暦表記

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 08.一時差止解除通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

和暦表記
パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

省令第５条第72号関係



省令第５条第73号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（09）

0220070

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 手当名 ●
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 受給資格がなくなった理由

●

12 受給資格がなくなった日 ● 和暦表記
13 備考

（固定文言１） ●

14 固定文言２＋編集１

●

15 自由記載１ ●
16 教示文

●

17 問合せ先 担当部署名 ●
18 住所 ●
19 電話番号

●

20 FAX番号
●

21 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 09.資格喪失通知書

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記
パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

郵便番号＋全角スペース＋住所

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

省令第５条第73号関係



省令第５条第74号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（10）

0220071

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ● 和暦表記
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 診断書の提出期限

●

9 提出先 ●
10 診断書の提出期限の翌月 ●
11 受給者氏名 ●
12 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
13 固定文言１＋編集１

●

14 固定文言２
●

15 備考
（固定文言３） ●

16 固定文言４＋編集２

●

17 自由記載１ ●
18 問合せ先 担当部署名 ●
19 住所 ●
20 電話番号

●

21 FAX番号
●

22 メール
●

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 10.診断書の提出について

和暦表記

和暦表記
有期認定年月の末日を印字

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

省令第５条第74号関係



省令第５条第75号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（11）

0220072

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ● 和暦表記
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１＋編集１

●

9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 固定文言２＋編集２

●

12 固定文言３
●

13 備考
（固定文言４） ●

14 固定文言５＋編集３

●

15 自由記載１ ●
16 問合せ先 担当部署名 ●
17 住所 ●
18 電話番号

●

19 FAX番号
●

20 メール
●

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 11.所得状況届の提出に関するご案内

印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ
パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

省令第５条第75号関係



省令第５条第76号関係



帳票詳細要件（12）

0220073

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 年度 ●
4 印刷日 ●
5 ページ番号 ●
6 1人目 認定番号 ●
7 1人目 世帯通番 ●
8 1人目 世帯員 氏名 ●
9 住所 ●
10 続柄 ●
11 生年月日 ●
12 所得確定 ●
13 年齢 ●
14 前年支給状況 ●
15 転入日 ●
16 資格喪失日 ●
17 1人目 所得額 総所得額 ●
18 繰越損失額 ●
19 その他所得額

●

20 控除後所得額 ●
21 1人目 控除 雑損 ●
22 医療費 ●
23 掛金 ●
24 配偶者 ●
70 特定 ●
25 保険料 ● 社会保険料控除
26 1人目 扶養人数 ⑧扶養 ● 同一生計配偶者及び扶養親族の合計数
27 ア老人 ● 70歳以上の同一生計配偶者及び老人扶養親族の合計数
28 イ特定 ● 特定扶養親族の数
71 ウ16-19 ●
29 障害 ●
30 特障害 ● 特別障害者である同一生計配偶者及び扶養親族の数
31 1人目 本人該当 障害 ●
32 特障害 ●
33 寡婦 ●
34 ひとり ●
35 勤学 ●
36 1人目 備考

（編集１）

●

37 ・・・
38 N人目 認定番号 ●
39 N人目 世帯通番 ●
40 N人目 対象者 氏名 ●
41 住所 ●
42 続柄 ●
43 生年月日 ●
44 所得確定 ●
45 年齢 ●
46 前年支給状況 ●
47 転入日 ●
48 資格喪失日 ●
49 N人目 所得額 総所得額 ●
50 繰越損失額 ●
51 その他所得額 ●
52 控除後所得額 ●
53 N人目 控除 雑損 ●
54 医療費 ●
55 掛金 ●
56 配偶者 ●
72 特定 ●
57 保険料 ●
58 N人目 扶養人数 ⑧扶養 ●
59 ア老人 ●
60 イ特定 ●
73 ウ16-19 ●
61 障害 ●
62 特障害 ●
63 N人目 本人該当 障害 ●
64 特障害 ●
65 寡婦 ●
66 ひとり ●
67 勤学 ●
68 N人目 備考

（編集１）

●

69 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「住民区分」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
住民区分：」、後付加文言：(空白) 。

住民区分：外国人

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「住民区分」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
住民区分：」、後付加文言：(空白) 。

住民区分：外国人

実装項目

和暦表記
和暦表記

短縮表記
短縮表記

現在のページ数/総ページ数

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 12.所得状況関係連名簿

通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

短縮表記
所得確定区分コードの名称を印字する

配偶者特別控除

16歳以上19歳未満の控除対象扶養親族の数

退職所得金額、山林所得金額、土地の譲渡等に係る事業所得等の金額、長期・短
期譲渡所得金額、商品先物取引に係る雑所得等

雑損控除
医療費控除
小規模企業共済等掛金控除

特定親族特別控除

障害者（特別障害者を除く）である同一生計配偶者及び扶養親族の数

短縮表記

障害者（特別障害者を除く）の場合、「該当」を印字する
特別障害者の場合、「該当」を印字する
寡婦の場合、「該当」を印字する
ひとり親の場合、「該当」を印字する
勤労学生の場合、「該当」を印字する

短縮表記
短縮表記

省令第５条第76号関係



省令第５条第77号関係



帳票詳細要件（13）

0220074

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 自由記載１

●

4 通番 ● 現況届一括出力時の通番
5 認定番号 ●
6 タイトル ●
7 年度 ●
8 受給者 フリガナ ●
9 氏名 ●
10 生年月日 ●
11 郵便番号 ●
12 住所 ●
13 電話番号 ●
14 配偶者 氏名 ●
15 郵便番号 ●
16 住所

●

17 扶養義務者１ 氏名 ●
18 受給者との続柄 ●
19 郵便番号 ●
20 住所

●

21 扶養義務者２ 氏名 ●
22 受給者との続柄 ●
23 郵便番号 ●
24 住所

●

25 固定文言１
●

26 固定文言２
●

27 固定文言３

●

28 福祉事務所長
●

29 自由記載２ ●
30 ※扶養義務者が３人以上の場合は改ページすること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 13.特別障害者手当現況届

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

実装項目

郵便番号

郵便番号

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

郵便番号
住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
バーコードの印字有無を選択でき、印字有の場合は手当種別、年度ごとに個人を
一意に識別できる値をバーコード（NW-7）で印字する

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「上記のとおり届出します。なお、手当の受給資格の確認にあたり、必要に応
じて上記に係る者の介護保険台帳及び公的年金の受給状況等の確認を受けること
に同意します。」

郵便番号

省令第５条第77号関係



省令第５条第78号関係



帳票詳細要件（14）

0220075

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 自由記載１

●

4 通番 ● 現況届一括出力時の通番
5 認定番号 ●
6 タイトル ●
7 年度 ●
8 受給者 フリガナ ●
9 氏名 ●
10 生年月日 ●
11 郵便番号 ●
12 住所 ●
13 電話番号 ●
14 配偶者 氏名 ●
15 郵便番号 ●
16 住所

●

17 扶養義務者１ 氏名 ●
18 受給者との続柄 ●
19 郵便番号 ●
20 住所

●

21 扶養義務者２ 氏名 ●
22 受給者との続柄 ●
23 郵便番号 ●
24 住所

●

25 固定文言１
●

26 固定文言２
●

27 固定文言３

●

28 福祉事務所長
●

29 自由記載２ ●
30 ※扶養義務者が３人以上の場合は改ページすること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

郵便番号

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「上記のとおり届出します。なお、手当の受給資格の確認にあたり、必要に応
じて上記に係る者の公的年金の受給状況等の確認を受けることに同意します。」

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
バーコードの印字有無を選択でき、印字有の場合は手当種別、年度ごとに個人を
一意に識別できる値をバーコード（NW-7）で印字する

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書
郵便番号

郵便番号

郵便番号

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 14.障害児福祉手当現況届

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

省令第５条第78号関係



省令第５条第79号関係



帳票詳細要件（15）

0220076

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 自由記載１

●

4 通番 ● 現況届一括出力時の通番
5 認定番号 ●
6 タイトル ●
7 年度 ●
8 受給者 フリガナ ●
9 氏名 ●
10 生年月日 ●
11 郵便番号 ●
12 住所 ●
13 電話番号 ●
14 配偶者 氏名 ●
15 郵便番号 ●
16 住所

●

17 扶養義務者１ 氏名 ●
18 受給者との続柄 ●
19 郵便番号 ●
20 住所

●

21 扶養義務者２ 氏名 ●
22 受給者との続柄 ●
23 郵便番号 ●
24 住所

●

25 固定文言１
●

26 固定文言２
●

27 固定文言３

●

28 福祉事務所長
●

29 自由記載２ ●
30 ※扶養義務者が３人以上の場合は改ページすること

郵便番号

実装項目

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

住所＋全角スペース＋方書
郵便番号

郵便番号

郵便番号

パラメタなどにより初期設定が行えること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
バーコードの印字有無を選択でき、印字有の場合は手当種別、年度ごとに個人を
一意に識別できる値をバーコード（NW-7）で印字する

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給者に同じ」は削除すること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「上記のとおり届出します。なお、手当の受給資格の確認にあたり、必要に応
じて上記に係る者の介護保険台帳及び公的年金の受給状況等の確認を受けること
に同意します。」

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 15.経過的福祉手当現況届

省令第５条第79号関係



省令第５条第80号関係
適合基準日：令和８年４月１日



省令第５条第80号関係



帳票詳細要件（16）

0220077

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 自由記載１

●

4 認定番号 ●
5 受給資格者 フリガナ ●
6 氏名 ●
7 個人番号

●

8 郵便番号 ●
9 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
10 配偶者 フリガナ ●
11 氏名 ●
12 個人番号 ●
13 郵便番号 ●
14 住所

●

15 扶養義務者 フリガナ ●
16 氏名 ●
17 個人番号 ●
18 受給資格者との続柄 ●
19 郵便番号 ●
20 住所

●

21 所得年 ●
22 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

23 70歳以上の同一生計配偶者
及び老人扶養親族の合計数 ●

24 特定扶養親族数 ●
25 16歳以上19歳未満の控除対

象扶養親族数 ●

26 所得額 ●
27 同一生計配偶者及び扶養親

族数 ●
人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

28 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

29 寡婦・ひとり親・勤労学生
の別 ●

別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

30 雑損控除 ●
31 医療費控除 ●
32 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

33 配偶者特別控除 ●
67 特定親族特別控除 ●
34 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

35 社会保険料相当額 ●
36 控除後の所得額 ●
37 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

38 うち老人扶養親族の数 ●
39 所得額 ●
40 同一生計配偶者及び扶養親

族数 ●
人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

41 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

42 障害者・特別障害者・寡
婦・ひとり親・勤労学生の
別

●
別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

43 雑損控除 ●
44 医療費控除 ●
45 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

46 配偶者特別控除 ●
68 特定親族特別控除 ●
47 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

48 社会保険料相当額 ●
49 控除後の所得額 ●
50 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

51 うち老人扶養親族の数 ●
52 所得額 ●
53 同一生計配偶者及び扶養親

族数 ●
人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

54 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

55 障害者・特別障害者・寡
婦・ひとり親・勤労学生の
別

●
別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

帳票名称 16.障害児福祉手当（福祉手当）所得状況届

通番 システム印字項目 印字編集条件など

受給資格者 

配偶者

パラメタなどにより初期設定が行えること
利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
バーコードの印字有無を選択でき、印字有の場合は手当種別、年度ごとに個人を
一意に識別できる値をバーコード（NW-7）で印字する

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。（以降の個人番号も同様。）

郵便番号

郵便番号

業務 05.国制度手当 帳票ID

実装項目

郵便番号

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給資格者に同じ」は削除すること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給資格者に同じ」は削除すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

扶養義務者

省令第５条第80号関係



帳票詳細要件（16）

0220077

必須 オプション 不可

帳票名称 16.障害児福祉手当（福祉手当）所得状況届

通番 システム印字項目 印字編集条件など

業務 05.国制度手当 帳票ID

実装項目

56 雑損控除 ●
57 医療費控除 ●
58 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

59 配偶者特別控除 ●
69 特定親族特別控除 ●
60 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

61 社会保険料相当額 ●
62 控除後の所得額 ●
63 固定文言１

●

64 福祉事務所長
●

65 ※審査

●

66 自由記載２ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「上記のとおり相違ありません。なお、所得状況届提出にあたり、課税台帳等
により私及び受給資格者とその配偶者の所得状況の確認を受けることに同意しま
す。」

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額を印字すること（３つ以上ある場合に印字すること）

省令第５条第80号関係
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省令第５条第81号関係
適合基準日：令和８年４月１日



省令第５条第81号関係



帳票詳細要件（17）

0220078

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 自由記載１

●

4 認定番号 ●
5 受給資格者 フリガナ ●
6 氏名 ●
7 個人番号

●

8 郵便番号 ●
9 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
10 配偶者 フリガナ ●
11 氏名 ●
12 個人番号 ●
13 郵便番号 ●
14 住所

●

15 扶養義務者 フリガナ ●
16 氏名 ●
17 個人番号 ●
18 受給資格者との続柄 ●
19 郵便番号 ●
20 住所

●

21 所得年 ●
22 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

23 70歳以上の同一生計配偶者
及び老人扶養親族の合計数 ●

24 特定扶養親族数 ●
25 16歳以上19歳未満の控除対

象扶養親族数 ●

26 受給資格者に係る所得額
（欄外の記入要領参照） ●

27 同一生計配偶者及び扶養親
族数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

28 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

29 寡婦・ひとり親・勤労学生
の別 ●

別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

30 雑損控除 ●
31 医療費控除 ●
32 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

33 配偶者特別控除 ●
67 特定親族特別控除 ●
34 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

35 社会保険料相当額 ●
36 控除後の所得額 ●
37 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

38 うち老人扶養親族の数 ●
39 配偶者・扶養義務者に係る

所得額 ●

40 同一生計配偶者及び扶養親
族数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

41 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

42 障害者・特別障害者・寡
婦・ひとり親・勤労学生の
別

●
別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

43 雑損控除 ●
44 医療費控除 ●
45 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

46 配偶者特別控除 ●
68 特定親族特別控除 ●
47 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

48 社会保険料相当額 ●
49 控除後の所得額 ●
50 同一生計配偶者及び扶養親

族の合計数 ●

51 うち老人扶養親族の数 ●
52 配偶者・扶養義務者に係る

所得額 ●

53 同一生計配偶者及び扶養親
族数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

54 特別障害者である同一生計
配偶者及び扶養親族の数 ●

人数に加えて帳票右欄の金額も印字すること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 17.特別障害者手当所得状況届

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給資格者に同じ」は削除すること

住所＋全角スペース＋方書
印字する場合は帳票レイアウト上の「□受給資格者に同じ」は削除すること

通番 システム印字項目 印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする
バーコードの印字有無を選択でき、印字有の場合は手当種別、年度ごとに個人を
一意に識別できる値をバーコード（NW-7）で印字する

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

配偶者

扶養義務者

受給資格者 

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。（以降の個人番号も同様。）

郵便番号

郵便番号

郵便番号

省令第５条第81号関係



帳票詳細要件（17）

0220078

必須 オプション 不可

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 17.特別障害者手当所得状況届

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

55 障害者・特別障害者・寡
婦・ひとり親・勤労学生の
別

●
別に加えて帳票右欄の金額も印字すること

56 雑損控除 ●
57 医療費控除 ●
58 小規模企業共済等掛け金控

除 ●

59 配偶者特別控除 ●
69 特定親族特別控除 ●
60 肉用牛売却による農業所得

の免除 ●

61 社会保険料相当額 ●
62 控除後の所得額 ●
63 固定文言１

●

64 福祉事務所長
●

65 ※審査

●

66 自由記載２ ●

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額（左右の円のうち右欄）を印字すること（２つまでとし、
３つ以上ある場合は「※審査」欄に印字すること）

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛け金控除、配偶者特別控除、特定親
族特別控除、肉用牛売却による農業所得の免除について控除がある場合は、控除
がある項目名及び金額を印字すること（３つ以上ある場合に印字すること）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「上記のとおり相違ありません。なお、所得状況届提出にあたり、課税台帳等
により私及び受給資格者とその配偶者の所得状況の確認を受けることに同意しま
す。」

省令第５条第81号関係



省令第５条第82号関係



帳票詳細要件（18）

0220079

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ● 和暦表記
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１＋編集１

●

9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 支給差止の期間

●

12 提出期限
●

13 備考
（固定文言２） ●

14 固定文言３＋編集２

●

15 教示文
●

16 問合せ先 担当部署名 ●
17 住所 ●
18 電話番号

●

19 FAX番号
●

20 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

郵便番号＋全角スペース＋住所

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

和暦表記
"から"の文字は、帳票定義側での埋め込みを想定
パラメタなどにより初期設定が行えること

和暦表記
パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 18.所得状況届督促通知書

通番 システム印字項目

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

実装項目

省令第５条第82号関係



省令第５条第83号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（19）

0220080

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 都道府県名 ●
3 実施機関名 市町村名

●

4 タイトル ●
5 認定年月日 ●
6 支給開始年月 ●
7 整理番号 ● 認定番号を印字する
8 個人番号

●

9 受給資格者 フリガナ ●
10 氏名 ●
11 住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
12 支払方法 金融機関名 ●
13 支店名 ●
14 口座種別 ●
15 口座番号・記号番号

●

16 口座名義人カナ ● 半角カナ表記
17 公的給付支給等口座 ● 公的給付支給等口座有無の内容（有もしくは無）を印字すること
18 障害名 ● 手帳に表示する障害名と同じ
19 障害の程度

●

20 手当額① 月額 ●
21 改定年月 ●
22 手当額② 月額 ●
23 改定年月 ● 短縮表記
24 ・・・
25 手当額⑩ 月額 ●
26 改定年月 ● 短縮表記
27 所得状況① 年次 ●
28 届出の有無 ●
29 所得制限該当・非該当別 ●
30 支給停止期間 開始月 ●
31 支給停止期間 終了月 ●
32 所得状況② 年次 ●
33 届出の有無 ●
34 所得制限該当・非該当別 ●
35 支給停止期間 開始月 ●
36 支給停止期間 終了月 ●
37 ・・・ ●
38 所得状況⑩ 年次 ●
39 届出の有無 ●
40 所得制限該当・非該当別 ●
41 支給停止期間 開始月 ●
42 支給停止期間 終了月 ●
43 受給資格喪失年月日 ●
44 受給資格喪失理由 ●
45 備考

（固定文言１＋編集１）

●

46 配偶者 ●
47 配偶者の個人番号 ●
48 扶養義務者 ●
49 扶養義務者続柄 ● 本人から見た続柄を印字（住基の続柄ではない）
50 扶養義務者の個人番号 ●
51 同居・別居 ●
52 ※手当額又は所得状況が11件以上の場合は改ページすること

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 19.受給者台帳（表面）

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

市区町村名を印字する。ただし、管理場所が登録されている場合は市区町村名＋
管理場所を印字する。 例）指定都市において、管理場所に△△区が登録されて
いる場合は、”○○市△△区”と印字する。

短縮表記

打ち出し形式 （例1）該、（例2）非

和暦表記
和暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。（以降の個人番号も同様。）

マスクする桁数をパラメタなどにより設定でき、アスタリスクを印字
記号番号の場合は、記号○○○○○○ 番号○○○○○○○○のように印字する
こと

認定基準コードの入力内容を印字すること
複数の場合は「、」で繋げること

打ち出し形式 （例1）同居、（例2）別居

打ち出し形式 （例1）有、（例2）無
打ち出し形式 （例1）該、（例2）非

打ち出し形式 （例1）有、（例2）無
打ち出し形式 （例1）該、（例2）非

打ち出し形式 （例1）有、（例2）無

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目1：「電話番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「電
話番号：」、後付加文言：(空白)
印字すべき管理項目2：「生年月日」、印字有無：「有」、前付加文言：「生年月
日：」、後付加文言：(空白) となっている場合は、次のとおり印字する。

電話番号：123-4567-8901
生年月日：令和4年10月1日

省令第５条第83号関係



省令第５条第84号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（20）

0220081

必須 オプション 不可
1 受給資格者 氏名 ●
2 整理番号 ● 認定番号を印字
3 手当支払記録① 支払年 ● 和暦表記
4 （5月） 支払額 ●
5 支払済年月日 ●
6 （8月） 支払額 ●
7 支払済年月日 ● 短縮表記
8 （11月） 支払額 ●
9 支払済年月日 ● 短縮表記
10 （2月） 支払額 ●
11 支払済年月日 ● 短縮表記
12 手当支払記録② 支払年 ● 和暦表記
13 （5月） 支払額 ●
14 支払済年月日 ● 短縮表記
15 （8月） 支払額 ●
16 支払済年月日 ● 短縮表記
17 （11月） 支払額 ●
18 支払済年月日 ● 短縮表記
19 （2月） 支払額 ●
20 支払済年月日 ● 短縮表記
21 ・・・ ●
22 手当支払記録⑩ 支払年 ● 和暦表記
23 （5月） 支払額 ●
24 支払済年月日 ● 短縮表記
25 （8月） 支払額 ●
26 支払済年月日 ● 短縮表記
27 （11月） 支払額 ●
28 支払済年月日 ● 短縮表記
29 （2月） 支払額 ●
30 支払済年月日 ● 短縮表記
31 ※手当支払記録が11年以上の場合は改ページすること

短縮表記

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 20.受給者台帳（裏面）

省令第５条第84号関係
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省令第５条第85号関係



帳票詳細要件（21）

0220082

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ● 和暦表記
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 申請日 ● 和暦表記
9 受給者氏名 ●
10 受給者住所 ● 住所＋全角スペース＋方書
11 被災状況非該当の理由 ●
12 備考

（固定文言１＋編集１）

●

13 教示文
●

14 手当名 ●
15 自由記載１ ●
16 問合せ先 担当部署名 ●
17 住所 ●
18 電話番号

●

19 FAX番号
●

20 メール
●

通番 システム印字項目 印字編集条件など
実装項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 21.被災非該当通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

パラメタなどにより初期設定が行えること

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

パラメタなどにより初期設定が行えること

省令第５条第85号関係



省令第５条第86号関係
適合基準日：令和８年４月１日



帳票詳細要件（22）

0220083

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 宛名 ●
3 文書番号 ●
4 発行日 ●
5 タイトル ●
6 福祉事務所長

●

7 電子公印 ●
8 固定文言１

●

9 受取人氏名 ●
10 金融機関名 ●
11 支店名 ●
12 口座種別 ●
13 口座番号

●

14 口座名義人カナ ● 半角カナ表記
15 振込年月日 ●
16 振込額 ●
17 備考

（固定文言２） ●

18 固定文言３＋編集１

●

19 自由記載１ ●
20 問合せ先 担当部署名 ●
21 住所 ●
22 電話番号

●

23 FAX番号
●

24 メール
●

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

通番 システム印字項目 印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

障害者福祉共通「02窓空き宛名」と同じ

マスクする桁数をパラメタなどにより設定でき、アスタリスクを印字
記号番号の場合は、記号○○○○○○ 番号○○○○○○○○のように印字する
こと

和暦表記

和暦表記

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 22.支払通知書

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務

省令第５条第86号関係



省令第５条第87号関係



帳票詳細要件（23）

0220084

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 ページ番号 ●
4 依頼日 ● 和暦表記
5 依頼元 ●
6 支払指定日 ● 和暦表記
7 固定文言１

●

8 備考
（固定文言２） ●

9 支払先① No ● 通し番号
10 受給者名 ●
11 受給者住所 ●
12 支払金額 ●
13 編集１

●

14 支払先② No ●
15 受給者名 ●
16 受給者住所 ●
17 支払金額 ●
18 編集１

●

19 ・・・
20 支払先N No ●
21 受給者名 ●
22 受給者住所 ●
23 支払金額 ●
24 編集１

●

25 小計口数 ● 全角数値表記
26 小計支払金額 ●
27 合計口数 ● 全角数値表記
28 合計支払金額 ●
29 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

実装項目
通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 23.支出内訳書

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
現在のページ数/総ページ数

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

住所＋全角スペース＋方書

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

住所＋全角スペース＋方書

省令第５条第87号関係



省令第５条第88号関係



帳票詳細要件（24）

0220085

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 ページ番号 ●
4 依頼先金融機関名 ●
5 依頼先金融機関支店名 ●
6 依頼日 ●
7 依頼元 ●
8 振込指定日 ●
9 固定文言１

●

10 備考
（固定文言２） ●

11 振込先① No ● 通し番号
12 振込先金融機関名 ● 金融機関名＋全角スペース＋支店名
13 預金種目 ●
14 口座番号 ●
15 口座名義人 ● 半角カナ表記
16 振込金額 ●
17 手数料

●

18 編集１

●

19 振込先② No ● 通し番号
20 振込先金融機関名 ● 金融機関名＋全角スペース＋支店名
21 預金種目 ●
22 口座番号 ●
23 口座名義人 ● 半角カナ表記
24 振込金額 ●
25 手数料 ●
26 編集１

●

27 ・・・
28 振込先N No ● 通し番号
29 振込先金融機関名 ● 金融機関名＋全角スペース＋支店名
30 預金種目 ●
31 口座番号 ●
32 口座名義人 ● 半角カナ表記
33 振込金額 ●
34 手数料 ●
35 編集１

●

36 小計口数 ● 全角数値表記
37 小計振込金額 ●
38 合計口数 ● 全角数値表記
39 合計振込金額 ●
40 ※N+1人目以上は2ページ以降に改ページする

通番 システム印字項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 24.口座振込依頼書

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
現在のページ数/総ページ数

パラメタなどにより初期設定が行えること

実装項目

和暦表記

和暦表記

＜実装不可とした理由＞
事務処理上必須項目ではないことを踏まえ、実装不可としました。印字不要な項
目のため、帳票レイアウトからは印字項目を削除した。（以降の手数料も同
様。）

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：空
白、後付加文言：(空白) 。

123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：空
白、後付加文言：(空白) 。

123456

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：空
白、後付加文言：(空白) 。

123456

省令第５条第88号関係



省令第５条第89号関係



帳票詳細要件（25）

0220086

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 送付先 郵便番号 ●
3 住所 ●
4 方書 ●
5 自治体名 ●
6 カスタマバーコード ●
7 文書番号 ●
8 発行日 ●
9 通知名（タイトル） ● パラメタなどにより初期設定が行えること
10 福祉事務所長

●

11 電子公印 ●
12 ご案内文章 ●
13 異動年月日

●

14 カナ氏名 ●
15 氏名 ●
16 生年月日 ●
17 旧住所 ● 転入前住所 住所＋全角スペース＋方書
18 新住所 ● 現住所 住所＋全角スペース＋方書
19 備考

（固定文言１） ●

20 固定文言２＋編集１

●

21 自由記載１ ●
22 問合せ先 担当部署名 ●
23 住所 ●
24 電話番号

●

25 FAX番号
●

26 メール
●

パラメタなどにより初期設定が行えること

問合せ先管理のパラメタのメールアドレスを設定すること
印字しない場合は先頭の「メール」を印字しないこと

問合せ先管理のパラメタの担当部署名に、市区町村名から設定すること
郵便番号＋全角スペース＋住所

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

転出日
和暦表記

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

内線番号が必要な場合は、問合せ先管理のパラメタの電話番号の後ろにかっこ書
きで追加設定すること

問合せ先管理のパラメタのFAX番号を設定すること
印字しない場合は先頭の「FAX番号」を印字しないこと

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

例）印字すべき管理項目：「認定番号」、印字有無：「有」、前付加文言：「認
定番号：」、後付加文言：(空白) 。

認定番号：123456

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

通番 システム印字項目
実装項目

印字編集条件など

和暦表記

障害者福祉共通の機能ID：0220216（全国自治体情報を利用した印字）のとおり印
字すること

パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 25.受給者台帳の送付依頼について

省令第５条第89号関係



省令第５条第90号関係



省令第５条第90号関係



帳票詳細要件（26）

0220087

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 認定を受けようとする者 フリガナ ●
4 氏名 ●
5 生年月日 ●
6 年齢 ●
7 郵便番号 ●
8 住所 ●
9 個人番号

●

10 固定文言１
●

11 固定文言２＋編集１
●

12 固定文言３
●

13 固定文言４
●

14 固定文言５
●

15 固定文言６

●

16 福祉事務所長
●

17 編集２
●

18 固定文言７
●

19 固定文言８
●

20 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 26.障害児福祉手当認定請求書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

郵便番号

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「関係書類を添えて、障害児福祉手当の受給資格の認定を請求します。なお、
認定請求書提出にあたり、課税台帳等により扶養義務者及び受給者とその配偶者
の所得状況の確認を受けることに同意します。」

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

省令第５条第90号関係



省令第５条第91号関係



省令第５条第91号関係



帳票詳細要件（27）

0220088

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 認定を受けようとする者 フリガナ ●
4 氏名 ●
5 生年月日 ●
6 年齢 ●
7 郵便番号 ●
8 住所 ●
9 個人番号

●

10 固定文言１
●

11 固定文言２＋編集１
●

12 固定文言３
●

13 固定文言４
●

14 固定文言５
●

15 固定文言６
●

16 固定文言７

●

17 福祉事務所長
●

18 編集２
●

19 固定文言８
●

20 固定文言９
●

21 自由記載１ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。
例「関係書類を添えて、特別障害者手当の受給資格の認定を請求します。なお、
認定請求書提出にあたり、課税台帳等により扶養義務者及び受給者とその配偶者
の所得状況の確認を受けることに同意します。」

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 27.特別障害者手当認定請求書

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

パラメタなどにより初期設定が行えること

郵便番号

通番 システム印字項目
実装項目

パラメタなどにより初期設定が行えること

印字編集条件など

省令第５条第91号関係



省令第５条第92号関係



帳票詳細要件（28）

0220089

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 変更年月日 ●
3 タイトル ●
4 受給資格者の氏名 フリガナ ●
5 氏名 ●
6 個人番号

●

7 受給者 郵便番号（変更前） ●
8 住所（変更前） ● 住所＋全角スペース＋方書
9 氏名（変更前） ● 受給資格者の氏名
10 支払希望金融機関 変更前金融機関名 ●
11 変更前支店名 ●
12 変更前口座種別 ●
13 変更前口座番号 ●
14 変更前ゆうちょ記号 ●
15 変更前ゆうちょ番号 ●
16 変更前口座名義人カナ ● 半角カナ表記
17 変更前公的給付支給等口座

●
公的給付支給等口座有無の内容（有もしくは無）を印字すること

18 固定文言１
●

19 固定文言２
●

20 福祉事務所長
●

21 自由記載１ ●

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

パラメタなどにより初期設定が行えること

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

郵便番号

パラメタなどにより初期設定が行えること
和暦表記 変更日を印字する

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

通番 システム印字項目
実装項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 28.記載事項変更届

省令第５条第92号関係



省令第５条第93号関係



省令第５条第93号関係



帳票詳細要件（29）

0220090

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 受給者の氏名 フリガナ ●
4 氏名 ●
5 受給者の住所 郵便番号 ●
6 住所 ●
7 個人番号

●

8 固定文言１
●

9 固定文言２
●

10 福祉事務所長
●

11 固定文言３
●

12 固定文言４
●

13 自由記載１ ● 利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 29.資格喪失届

通番 システム印字項目
実装項目

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

印字編集条件など

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

システムからの印字は無し（実装不可）とするが、レイアウト上枠を設けるこ
と。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること

住所＋全角スペース＋方書
郵便番号

省令第５条第93号関係



省令第５条第94号関係



帳票詳細要件（30）

0220091

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 死亡者 氏名 ●
4 郵便番号 ●
5 住所 ●
6 死亡年月日 ● 和暦表記
7 未支給期間 開始年月 ● 和暦表記
8 終了年月 ● 和暦表記
9 未支給金額 ●
10 固定文言１

●

11 福祉事務所長
●

12 固定文言２
●

13 自由記載１ ●

通番 システム印字項目
実装項目

郵便番号

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 30.未支払手当請求書

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする

印字編集条件など

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

住所＋全角スペース＋方書

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

省令第５条第94号関係



省令第５条第95号関係



帳票詳細要件（31）

0220092

必須 オプション 不可
1 様式番号 ●
2 タイトル ●
3 フリガナ ●
4 氏名 ●
5 生年月日 ●
6 年齢 ●
7 郵便番号 ●
8 住所 ●
9 固定文言１

●

10 固定文言２＋編集１
●

11 固定文言３
●

12 福祉事務所長
●

13 編集２

●

14 自由記載１ ●

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

利用者が自由に利用できる「自由記載」領域とする。

印字すべき管理項目、印字有無、前付加文言、後付加文言についてパラメタで複
数項目を設定でき、印字有無が「有」となっている項目は印字すること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
福祉事務所名＋全角スペース＋福祉事務所長名での印字も可とする

郵便番号
住所＋全角スペース＋方書
文言マスタで、印字有無が「有」となっている場合は、設定された文言を印字す
ること。

パラメタなどにより初期設定が行えること
パラメタなどにより初期設定が行えること

日本人は和暦表記、外国人は西暦表記

印字編集条件など通番 システム印字項目
実装項目

業務 05.国制度手当 帳票ID

帳票名称 31.障害状態再審査（診断）請求書

省令第５条第95号関係
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